
清
朝
在
外
公
館
の
設
立
に
つ
い
て

…
常
駐
使
節
派
遣
の
決
定
と
そ
の
意
味
を
中
心
に

箱

田

恵

子

清朝在外公館の設立について（箱田）

門
要
約
】
清
朝
に
よ
る
常
駐
使
節
の
派
遣
は
こ
れ
ま
で
、
清
朝
に
よ
る
欧
米
を
申
心
と
し
た
「
条
約
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
適
応
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
。
こ
の
た
め
従
来
の
研
究
で
は
ハ
ー
ト
等
在
華
外
国
人
の
与
え
た
思
想
的
影
響
と
清
朝
側
の
対
応
と
が
中
心
に
描
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
～
方

で
、
清
末
の
政
治
外
交
に
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
李
鴻
章
等
地
方
大
官
の
使
節
派
遣
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
本
稿
で
は
影
青
章
等
地
方
大
官
の
対
応
に
留
意
し
な
が
ら
、
清
朝
側
よ
り
み
た
常
駐
使
節
派
遣
の
意
味
を
問
い
直
し
、
日
本
の
ム
ロ
頭
と
海
防
の
推

進
に
関
連
し
て
、
自
強
活
動
上
の
観
点
か
ら
官
員
を
常
駐
さ
せ
日
本
や
西
洋
諸
国
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
清
朝
自
身
の
必
要

性
も
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
使
節
派
遣
決
定
ま
で
の
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
総
理
衙
門
と
李
勲
章
、
ハ
ー
ト
の
政
治
的
立
場

や
相
互
の
関
係
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
使
節
派
遣
の
「
意
味
」
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
六
巻
二
号
　
二
〇
〇
三
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
八
五
八
年
（
戌
豊
八
）
天
津
条
約
に
よ
り
外
国
使
節
の
北
京
駐
在
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
一
八
六
〇
年
（
成
豊
一
〇
）
の
北
京
条
約
を
経

て
、
一
八
六
一
年
（
成
豊
＝
）
以
降
西
洋
諸
国
の
公
使
館
が
開
設
、
清
朝
側
で
は
こ
れ
に
対
応
す
る
機
関
と
し
て
北
京
に
総
理
衙
門
を
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
た
。
し
か
し
、
清
朝
側
に
よ
る
常
駐
使
節
（
出
馬
大
臣
）
の
派
遣
は
、
す
ぐ
に
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（209）

常
駐
使
節
の
派
遣
に
か
わ
り
行
わ
れ
た
の
が
、
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
年
の
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
の
派
遣
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
へ
の
派
　
6
9



霊
示
を
除
い
て
、
清
朝
が
西
洋
諸
国
へ
派
遣
し
た
最
初
の
正
式
な
外
交
使
節
で
あ
る
こ
の
使
節
団
は
、
天
津
条
約
十
年
目
の
改
訂
時
期
に
当
た

り
、
外
国
側
の
更
な
る
要
求
を
防
ぐ
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
清
朝

に
よ
る
常
駐
使
節
派
遣
を
促
進
し
た
要
素
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
一
・
シ
ュ
は
、
こ
の
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
の
成
功
は
清
朝

の
宮
僚
た
ち
に
使
節
派
遣
に
よ
る
外
国
政
府
と
の
直
接
交
渉
の
有
益
性
を
印
象
づ
け
た
と
評
価
す
る
。
だ
が
、
シ
ュ
は
同
時
に
、
清
朝
が
在
外

公
使
館
開
設
に
踏
み
切
る
に
は
、
日
本
の
台
湾
出
兵
と
、
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
ド
と
の
交
渉
の
経
験
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
が
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

要
で
あ
り
、
清
朝
の
「
進
歩
」
を
妨
げ
た
も
の
は
、
清
朝
の
官
僚
層
に
支
配
的
な
中
華
思
想
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
こ
う
し
た
評
価
は
、
常
駐
使
節
の
派
遣
を
も
っ
て
、
清
朝
の
欧
米
を
中
心
と
す
る
「
条
約
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
適
応
過
程
の
一
環
と
し
て
捉
え

る
視
点
よ
り
な
さ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
外
間
の
国
際
概
念
上
の
問
題
と
し
て
常
駐
使
節
派
遣
を
捉
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

で
は
、
常
駐
使
節
派
遣
問
題
を
論
じ
る
際
、
ハ
ー
ト
ら
在
華
外
国
人
の
与
え
た
影
響
と
そ
れ
に
対
す
る
清
朝
側
の
反
応
が
中
心
に
描
か
れ
て
き

③
た
。　

し
か
し
、
十
九
世
紀
後
半
の
清
朝
の
外
交
権
は
、
必
ず
し
も
中
央
に
一
元
化
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
外
間
の
国
際
概
念
上
の
相
違

を
重
視
す
る
視
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
清
朝
内
部
の
外
交
に
関
わ
る
諸
勢
力
の
存
在
と
、
こ
れ
ら
勢
力
そ
れ
ぞ
れ
の
使
節
派
遣
と
の
関
係
に

つ
い
て
ま
で
十
分
な
考
察
は
展
開
さ
れ
な
い
。
特
に
政
治
外
交
上
重
要
な
影
響
力
を
有
し
た
李
鴻
章
等
地
方
大
官
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
そ
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
十
分
に
は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
李
鴻
章
の
製
炭
活
動
と
常
駐
公
使
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
④

し
ば
指
摘
さ
れ
る
点
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
関
連
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
の
派
遣
、
海
防
論
議
に
お
け
る
「
遣
使
」
論
議
、
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
と
謝
罪
使
節
の
派
遣
、
と
い
う

「
遣
使
」
論
議
に
関
わ
る
重
要
な
事
件
を
中
心
と
し
て
、
薫
習
章
ら
地
方
大
官
の
対
応
に
留
意
し
な
が
ら
、
今
一
度
清
朝
側
よ
り
み
た
常
駐
使

節
派
遣
の
意
味
を
問
い
直
し
て
み
た
い
。

　
①
浩
朝
が
最
初
に
派
遣
し
た
常
駐
外
交
使
節
は
光
緒
二
年
（
｝
八
七
六
）
英
国
に
　
　
派
遣
さ
れ
た
郭
嵩
纐
で
あ
る
。
そ
の
後
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
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清朝在外公館の設立について（箱田）

　
ロ
シ
ア
に
相
次
い
で
清
朝
の
公
使
館
が
開
設
さ
れ
た
。
清
末
の
在
外
公
館
設
立
状

　
況
に
つ
い
て
は
、
故
宮
博
物
院
明
清
棺
案
部
・
福
建
師
範
大
学
歴
史
葺
合
編
『
清

　
季
中
外
使
領
年
表
』
「
清
末
駐
外
使
罠
年
表
」
（
中
華
書
聖
、
一
九
八
五
、
～
1
三

　
〇
頁
）
参
照
。
な
お
、
常
駐
公
使
と
は
中
国
的
に
は
「
出
使
欽
差
大
駆
」
が
正
式

　
な
呼
称
で
あ
る
が
、
他
の
外
交
使
節
と
常
駐
公
使
と
を
特
に
区
別
す
る
た
め
本
稿

　
で
は
引
用
史
料
中
を
除
き
、
「
常
駐
使
節
」
、
「
常
駐
公
使
扁
の
呼
称
を
用
い
る
も

　
の
と
す
る
。

②
　
國
φ
《
「
国
G
・
戸
Q
　
§
げ
穿
§
・
§
帖
§
§
葱
ミ
魯
駄
さ
識
。
塁
§
鴨
b
㍗

　
蔑
§
ミ
時
空
翁
偽
N
c
。
q
や
駄
。
。
c
。
9
頃
碧
く
碧
α
¢
ぼ
く
卑
ω
ξ
軍
霧
ω
▼
困
り
①
ρ
罵
’

　
一
刈
b
σ
∴
刈
P
一
り
り
－
吋
O
O
．

③
シ
ュ
の
ほ
か
、
清
宋
の
在
外
公
館
設
置
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
陳
体

　
強
『
中
閥
園
外
交
制
…
度
史
』
（
商
務
印
館
、
　
～
九
四
五
、
第
六
章
）
、
厳
和
平
羅
桐
季

　
駐
外
使
館
的
建
設
㎏
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
｝
九
七
五
）
、
王
立
誠
『
四
国
近
代
外

　
交
制
度
史
臨
（
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
九
～
、
第
七
章
）
、
王
曾
才
「
中
国
駐
英

　
使
館
的
建
設
」
（
中
華
文
化
復
興
運
動
推
挙
委
員
会
主
編
蝋
中
国
近
現
代
史
論
集

　
第
七
編
自
強
運
動
（
二
）
外
交
㎞
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
五
）
、
同
「
自

　
強
運
動
時
期
中
国
外
交
制
度
的
発
展
」
（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編
『
清
季

第
一
章
　
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
の
派
遣

（
1
）
「
局
外
募
観
論
」
と
「
新
議
略
論
」

　
自
強
運
動
重
爆
会
論
文
完
黙
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
八
）
、

　
囚
巳
α
Q
窯
　
b
ご
一
α
q
α
q
㊦
巨
m
｛
｛
㌦
、
日
冨
　
国
ω
鼠
げ
一
帥
路
盤
①
艮
。
｛
℃
Φ
§
磐
Φ
簿
　
〇
三
⇒
窃
Φ

　
∪
旦
。
ヨ
節
ユ
。
罫
ω
ω
一
8
＞
σ
δ
簿
α
㌦
、
§
鴨
9
§
亀
き
ら
ミ
§
蹴
ぎ
ミ
§
N
象
§
聴

　
三
笠
β
＜
o
一
．
卜
。
ρ
一
Φ
ω
①
…
○
芝
雪
即
即
≦
曾
α
q
曽
添
落
窪
等
ミ
N
鴨
執
㌧
N
恥
§
や

　
壽
§
ミ
b
覧
§
ミ
§
§
免
国
ミ
9
ミ
§
窪
謡
脈
動
ミ
き
Q
謎
ミ
b
o
ミ
ミ
鐸
頴
。
昌
α
q

　
囚
。
昌
α
q
し
⑩
。
。
N
な
ど
を
参
照
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
概
説
的
で
あ

　
つ
た
り
、
使
節
派
遣
に
関
わ
る
中
外
の
言
動
を
羅
列
す
る
の
み
で
、
シ
ュ
の
研
究

　
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
清
朝
の
常
駐
使
節
派
遣
を
促
し
た
要

　
因
の
一
つ
と
し
て
海
外
華
人
保
護
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
清
朝
の
海
外
華
人

　
政
策
と
領
事
館
設
置
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
検
討
し
て
い
る
。
拙
稿
「
清
末
領

　
事
派
遣
論
－
一
八
六
〇
年
代
、
一
八
七
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
一
」
（
隅
東
洋

　
史
研
究
腕
　
論
ハ
O
I
m
閣
、
　
｝
一
〇
〇
一
一
）
。

④
騨
ρ
号
ミ
も
」
潔
、
張
富
強
「
李
鴻
章
与
清
末
遣
使
駐
外
」
（
『
広
東
社
会

　
科
学
匝
一
九
九
一
…
二
）
、
園
田
節
子
「
出
世
ア
メ
リ
カ
大
臣
の
「
洋
務
」
と

　
「
僑
務
」
l
l
南
北
ア
メ
リ
カ
へ
の
「
ひ
と
」
の
移
動
と
清
国
常
駐
使
節
の
設
置

　
…
」
（
『
年
報
地
域
文
化
研
究
睡
第
三
号
、
｝
九
九
九
）
な
ど
。

　
天
津
条
約
と
北
京
条
約
を
経
て
、
中
外
関
係
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
特
に
成
豊
＝
年
（
～
八
六
～
）
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
恭
親

王
を
中
心
と
す
る
総
理
衙
門
の
勢
力
が
実
権
を
掌
握
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
勢
力
を
支
持
し
、
強
化
す
る
政
策
を
採
用
し
た
。
駐
華
英
米
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①

公
使
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
所
謂
「
協
力
政
策
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
清
朝
に
急
激
な
西
洋
化
を
強
要
す
る
か
わ
り
に
、
北
京
の
政
府
と
協
力

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
朝
自
ら
に
よ
る
漸
次
的
「
進
歩
」
に
期
待
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
清
朝
側
で
も
こ
の
「
協
力
政
策
」
を
背
景
に
、

西
洋
的
外
交
へ
の
対
応
が
進
め
ら
れ
た
。
総
税
務
司
ハ
ー
ト
（
図
。
げ
Φ
隣
欝
巳
や
外
国
公
使
等
の
助
力
を
受
け
つ
つ
、
総
理
衙
門
に
よ
る
同
文

館
（
外
国
語
学
校
）
の
開
設
や
国
際
法
の
翻
訳
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
中
外
関
係
の
進
展
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
、
外
国
公
使
た
ち

か
ら
は
清
朝
に
よ
る
常
駐
使
節
派
遣
が
助
言
さ
れ
た
。

　
も
っ
と
も
、
中
国
に
お
け
る
排
外
勢
力
は
依
然
有
力
で
あ
り
、
ま
た
外
国
側
で
も
在
華
商
人
を
中
心
に
「
協
力
政
策
」
に
対
す
る
反
対
も
存

在
し
た
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
外
国
側
よ
り
清
朝
の
内
政
・
外
交
の
現
状
を
論
じ
、
改
革
の
必
要
性
を
説
く
二
通
の
意
見
書
が
総
理
衙
門
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

提
示
さ
れ
た
。
ハ
ー
ト
の
「
局
外
肇
観
論
」
と
ウ
ェ
ー
ド
の
「
新
編
略
論
」
で
あ
る
。

　
ハ
ー
ト
の
「
周
外
野
評
論
」
は
、
同
治
四
年
九
月
一
八
日
（
一
八
六
五
・
一
丁
六
）
に
総
理
衙
門
に
提
出
さ
れ
た
。
ハ
ー
ト
は
在
華
外
国
人

の
申
で
最
も
清
朝
に
よ
る
在
外
公
館
設
立
の
重
要
性
を
説
い
た
人
物
で
あ
り
、
「
局
外
肇
観
論
」
の
中
で
も
こ
の
提
案
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
も
し
在
華
外
国
公
使
が
無
理
な
要
求
を
し
て
き
た
と
き
、
外
国
に
駐
在
す
る
大
臣
が
い
な
け
れ
ば
清
朝
が
そ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

難
し
い
の
で
、
使
節
の
外
国
駐
在
は
清
朝
に
有
益
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
総
理
衙
門
は
当
初
こ
の
意
見
書
に
つ
い
て
上
奏
を
行
わ
な
か
っ
た
。
総
理
衙
門
は
、
ハ
ー
ト
の
論
じ
る
と
こ
ろ
は
急
に
は
実
行
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

き
な
い
こ
と
と
判
断
し
、
敢
え
て
報
告
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
行
わ
れ
た
の
が
、
出
駕
の
視
察
団
派
遣
で
あ
る
。
同
治
五
年

（
一
八
六
六
）
正
月
総
理
衙
門
は
、
賜
暇
帰
国
す
る
ハ
ー
ト
に
同
文
館
の
学
生
数
人
を
同
行
さ
せ
る
形
で
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
視
察
団
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

遣
を
奏
請
し
、
学
生
の
監
督
官
と
し
て
盛
行
す
る
斌
椿
に
は
、
外
国
の
地
勢
や
風
俗
に
つ
い
て
の
報
告
が
命
じ
ら
れ
た
。
総
理
衙
門
は
、
こ
の

視
察
団
派
遣
を
求
め
る
上
奏
に
お
い
て
、
使
節
派
遣
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、
経
費
や
儀
礼
の
点
で
困
難
が
あ
り
今
ま
で

敢
え
て
奏
請
し
な
か
っ
た
、
と
し
、
同
文
館
の
学
生
に
各
国
を
遊
歴
さ
せ
る
こ
と
は
使
節
派
遣
と
は
異
な
り
、
弊
害
も
少
な
い
と
説
明
し
て
い

⑥る
。
こ
の
時
点
で
の
総
理
衙
門
の
判
断
は
、
正
式
な
外
交
使
節
の
派
遣
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
画
面
ら
が
北
京
を
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
ろ
、
事
態
に
変
化
が
起
こ
っ
た
。
彼
ら
が
出
発
す
る
二
日
前
の
同
治
五
年
正
月
一

九
日
目
一
八
六
六
・
三
・
五
）
英
国
公
使
オ
ル
コ
ッ
ク
（
刃
象
亀
巴
h
。
匹
≧
8
畠
）
か
ら
、
当
時
英
国
公
使
館
の
漢
文
秘
書
官
で
あ
っ
た
ウ
ェ
ー
ド

（
↓
ず
O
ヨ
Φ
ω
男
．
ぐ
く
P
縣
①
）
の
意
見
書
「
新
議
略
論
」
が
送
付
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
「
新
議
略
論
」
の
内
容
は
先
の
「
局
外
勢
観
心
」
と
大
体
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
言
葉
遣
い
は
さ
ら
に
激
烈
で
、
聖
慮
、
脅
迫
の
感

を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
総
理
衙
門
は
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
将
来
紛
争
を
起
こ
す
口
実
の
足
が
か
り
に
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
の
で
あ
る
と
み
た
。
時
恰
も
英
清
天
津
条
約
改
訂
を
二
年
後
に
控
え
た
時
期
で
も
あ
り
、
こ
の
意
見
書
の
与
え
た
衝
撃
は
小
さ
く
な
い
。
五

か
月
間
も
報
告
し
な
か
っ
た
ハ
ー
ト
の
「
局
外
肇
観
論
」
も
添
え
て
こ
の
意
見
書
を
関
係
地
方
隠
子
の
も
と
に
圃
付
し
、
そ
の
意
見
を
求
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ハ
ー
ト
の
意
見
書
を
受
け
た
段
階
で
は
、
外
交
使
節
の
派
遣
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
し
て
い
た
総
理
衙
門
だ
が
、
ウ
ェ
ー
ド
の
意
見
書
に

接
し
、
二
年
後
に
迫
っ
た
条
約
改
訂
交
渉
に
お
け
る
困
難
を
恐
れ
、
外
国
公
使
の
過
度
の
要
求
を
回
避
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
使
節
の
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
検
討
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

清朝在外公館の設立について（箱田）

（
2
）
　
地
方
蟹
撫
の
意
見

　
同
治
六
年
（
一
八
六
七
）
に
入
る
と
総
理
衙
門
は
天
津
条
約
改
訂
交
渉
に
備
え
て
準
備
作
業
を
進
め
、
予
想
さ
れ
る
外
国
側
の
要
求
を
箇
条

　
　
　
　
　
　
　
⑩

書
き
に
し
た
「
条
説
」
を
準
備
し
、
こ
れ
を
基
に
関
係
上
撫
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
総
理
衙
門
の
上
奏
を
受
け
、
九
月
一
五
日
（
　

○
・
＝
～
）
に
は
上
諭
に
よ
り
、
条
約
港
所
在
地
の
将
軍
、
督
撫
、
通
商
大
臣
ら
計
～
八
名
に
意
見
の
上
奏
を
求
め
、
総
理
衙
門
の
「
条
説
」

　
　
　
　
　
⑪

が
送
付
さ
れ
た
。

　
こ
の
「
条
説
」
の
中
で
総
理
衙
門
は
、
外
国
側
の
要
求
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
事
項
と
し
て
、
公
使
の
召
見
、
電
信
・
鉄
道
の
設
置
、
内
地
に

倉
庫
を
設
け
る
こ
と
お
よ
び
内
河
の
汽
船
航
行
、
塩
の
輸
出
入
と
炭
鉱
の
開
発
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
問
題
、
の
五
つ
と
と
も
に
、
「
遣
使
」
を
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挙
げ
る
。
総
理
衙
門
は
、
多
く
の
自
国
民
が
来
愉
し
て
通
商
・
布
教
活
動
に
従
事
し
て
い
る
た
め
中
国
に
公
使
館
を
必
要
と
す
る
西
洋
各
国
に

対
し
、
中
国
の
事
情
は
異
な
る
と
し
つ
つ
、
こ
こ
十
数
年
来
、
外
国
側
は
中
国
の
虚
実
を
熟
知
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
外
国
の
状
況

に
暗
く
、
ま
た
外
国
公
使
た
ち
の
不
合
理
な
要
求
を
受
け
て
も
そ
の
本
国
政
府
に
向
か
っ
て
問
い
た
だ
す
こ
と
も
出
来
な
い
、
と
在
外
使
臣
を

有
し
な
い
不
利
益
を
挙
げ
る
。
た
だ
、
清
朝
が
外
国
に
使
節
を
派
遣
す
る
に
当
た
っ
て
、
費
用
が
か
か
る
、
適
任
者
が
い
な
い
、
と
い
う
二
つ

の
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
斌
椿
ら
を
西
洋
各
国
に
遊
歴
さ
せ
た
が
こ
れ
は
出
使
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
派
遣
を
繰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

返
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
え
を
示
し
、
「
遣
使
」
実
現
に
つ
い
て
い
か
に
す
べ
き
か
、
地
方
大
官
に
意
見
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
同
年
一
〇
月
か
ら
年
末
ま
で
に
相
次
い
で
届
い
た
地
方
掻
撫
の
答
申
は
、
「
遣
使
」
に
つ
い
て
肯
定
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
し
か
し
、

総
理
衙
門
の
挙
げ
る
利
点
を
繰
り
返
し
た
上
で
、
適
当
な
人
物
が
得
ら
れ
れ
ば
、
清
朝
に
有
益
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
り
、
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
適
任
者
が
得
ら
れ
た
時
に
再
度
検
討
す
れ
ば
い
い
と
す
る
も
の
、
或
い
は
人
選
・
経
費
の
問
題
を
考
え
、
結
局
は
斌
椿
の
視
察
団
と
同
様
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

派
遣
を
続
け
る
べ
き
と
の
考
え
を
示
す
に
止
ま
っ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
費
用
と
人
材
の
困
難
に
つ
い
て
解
決
策
を
示
し
て
い
る
左
宗
裳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
意
見
も
、
海
外
事
情
に
詳
し
い
商
人
達
に
各
国
を
遊
歴
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
～
方
、
使
節
派
遣
の
有
益
性
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
の
が
総
理
船
政
総
藻
槙
で
あ
る
。
沈
藻
禎
は
、
外
国
の
頼
み
と
し
て
い
る
の
は
そ
の

兵
力
と
財
力
で
あ
っ
て
在
京
公
使
で
は
な
く
、
中
国
の
虚
実
を
伺
っ
て
い
る
も
の
商
人
や
宣
教
師
で
あ
っ
て
在
京
公
使
で
は
な
い
と
し
、
在
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

公
使
の
横
暴
を
本
国
政
府
に
訴
え
る
と
い
う
在
外
使
節
の
効
果
に
は
疑
問
を
呈
す
る
。
署
直
隷
総
督
官
文
の
意
見
も
同
様
で
あ
る
。

　
総
じ
て
、
地
方
督
撫
の
間
で
は
、
結
局
斌
椿
ら
の
派
遣
と
同
様
な
視
察
団
の
派
遣
が
当
面
現
実
的
な
手
段
で
あ
る
と
の
認
識
が
支
配
的
で
あ

り
、
彼
ら
の
間
で
は
外
交
使
節
の
派
遣
は
差
し
迫
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

（
3
）
　
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
の
派
遣

「
遣
使
」
に
つ
い
て
地
方
需
要
に
諮
問
し
て
い
た
総
理
衙
門
は
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
彼
ら
の
回
答
を
待
た
ず
、
前
駐
華
ア
メ
リ
カ
公
使
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、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
（
ぎ
ω
8
じ
d
ξ
ぎ
σ
Q
磐
Φ
）
の
西
洋
各
国
へ
の
派
遣
を
決
定
し
て
い
た
。

　
総
理
衙
門
は
、
ハ
ー
ト
の
助
一
蕎
に
従
い
、
天
津
条
約
改
訂
交
渉
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
外
国
側
の
要
求
、
中
で
も
電
信
・
鉄
道
の
建
設
や
鉱

山
の
開
発
な
ど
清
朝
に
急
激
な
改
革
を
迫
る
こ
と
に
な
る
要
求
を
か
わ
す
た
め
、
「
協
力
政
策
」
の
主
唱
者
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
公
使
の
任
を

終
え
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
を
特
使
と
し
て
派
遣
し
、
清
朝
の
困
難
な
現
状
を
西
洋
各
国
の
政
府
に
説
明
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。
当
初
使
節
団
は
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
の
他
外
国
人
秘
書
官
一
人
を
派
遣
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ー
ト
の
勧
め
で
英
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

両
国
人
を
左
右
協
理
と
し
、
ま
た
総
理
衙
門
春
菊
の
志
剛
・
孫
家
穀
も
同
行
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
ハ
ー
ト
が
中
国
人
官
吏
の
同
行
を
勧
め
た

理
由
は
、
中
国
人
自
身
の
視
点
か
ら
な
さ
れ
る
報
告
は
中
国
人
自
身
に
と
っ
て
特
別
な
価
値
を
有
し
、
中
国
人
団
員
の
存
在
は
、
清
朝
の
在
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

公
館
設
立
を
促
進
さ
せ
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
は
こ
の
使
節
派
遣
を
当
然
将
来
の
常
駐
公
館
設
立
の
準
備
作
業

と
位
置
づ
け
、
尽
力
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
英
米
政
府
か
ら
「
協
力
政
策
」
へ
の
承
認
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
は
結
果
と
し

て
ハ
ー
ト
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
が
承
認
を
と
り
つ
け
た
「
協
力
政
策
」
と
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
清
朝
自
ら
に
よ
る
西
洋
的
な
意
味
で
の
「
進
歩
」
の
可

能
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
は
、
清
朝
自
ら
が
西
洋
各
国
に
使
節
を
派
遣
し
、
国
際
法
を
受
容
し
て
い
る
な
ど

を
「
進
歩
」
の
証
左
と
し
て
強
調
し
、
清
朝
が
自
ら
西
洋
国
際
杜
会
に
参
加
し
た
以
上
、
清
朝
に
よ
る
自
主
的
な
内
政
改
革
を
見
守
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
る
、
と
主
張
し
た
。
彼
は
自
ら
の
唱
え
る
政
策
へ
の
承
認
を
得
る
為
、
実
情
以
上
に
清
朝
の
「
進
歩
」
を
強
調
し
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

主
張
に
対
し
清
朝
の
更
な
る
「
開
放
」
を
望
む
側
か
ら
は
、
そ
れ
程
の
用
意
が
あ
る
な
ら
ば
清
朝
は
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
反
論
が

当
然
起
こ
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
意
見
を
代
弁
し
た
の
が
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
の
後
任
と
し
て
駐
華
ア
メ
リ
カ
公
使
と
な
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン

（
旨
・
即
じ
d
δ
毒
①
）
で
あ
る
。
彼
は
英
書
天
津
条
約
改
訂
交
渉
に
対
す
る
助
言
と
し
て
次
の
よ
う
な
照
会
を
総
理
衙
門
に
送
付
し
た
。

　
　
…
…
中
国
に
よ
る
酷
使
大
臣
の
派
遣
と
は
、
自
ら
望
ん
で
万
国
の
条
例
に
従
お
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
社
会
に
参
加
し
た
以
上
は
、
ま
さ
に
国
際
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社
会
の
例
に
照
ら
し
て
行
動
す
べ
き
こ
と
を
後
回
し
に
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
許
さ
れ
よ
う
か
。
現
在
は
当
然
以
前
の
よ
う
な
外
国
を
遮
断
し
て
い
た
頃

　
　
と
は
状
況
が
異
な
る
。
貴
親
王
や
大
臣
は
こ
の
点
を
熟
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
境
界
の
隔
た
り
が
無
い
以
上
、
外
国
の
新
し
い
技
術
を
当

　
　
然
留
意
し
て
学
習
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
今
は
中
国
の
盛
衰
の
分
か
れ
目
で
あ
る
。
本
大
臣
（
ブ
ラ
ウ
ン
）
が
そ
こ
で
各
事
項
の
是
非
を
明
確
に
さ
せ
て

　
　
み
る
に
、
内
河
の
汽
船
航
行
の
許
可
、
鉄
道
の
建
設
、
鉱
山
の
開
発
、
電
線
の
設
置
お
よ
び
倉
庫
の
設
立
、
以
上
の
各
項
目
に
つ
い
て
は
、
試
行
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
）
内
引
用
者
）

こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ウ
ン
は
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
の
唱
え
る
「
協
力
政
策
」
に
反
対
す
る
立
場
を
と
り
、
こ
の
た
め
駐
華
公
使
の
任
を
解
か
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

彼
の
主
張
は
在
華
外
国
商
人
達
に
は
支
持
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
英
国
公
使
オ
ル
コ
ッ
ク
は
、
「
（
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
の
）
発
言
は
実
情
と
相
反
し
て
お
り
、
各
国
の
民
情
を
欺
い
た
だ
け
で
な
く
、

各
国
の
為
政
者
を
も
誤
り
、
中
国
に
も
誤
り
を
も
た
ら
し
た
」
と
し
、
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
の
発
給
が
作
り
話
で
あ
っ
た
と
知
っ
た
外
国
は
さ
ら

に
憤
懲
を
増
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
原
因
で
中
国
と
外
国
と
が
和
を
失
す
る
事
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
の
照
会
を
総
理
衙
門
に
送
っ
て

　
⑳い

る
。
こ
の
照
会
に
接
し
た
総
理
衙
門
は
、
各
国
と
の
友
好
を
願
い
派
遣
し
た
使
節
を
批
判
さ
れ
て
困
惑
し
、
「
将
来
申
国
は
躍
層
を
恐
れ
る

こ
と
と
な
り
、
ま
た
各
国
が
中
国
に
望
む
改
革
で
、
中
国
側
で
も
行
う
べ
き
で
あ
る
よ
う
な
改
革
で
も
、
こ
の
た
め
に
阻
ま
れ
て
し
ま
こ
と
を

深
く
恐
れ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　
総
理
衙
門
が
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
を
派
遣
し
た
の
は
、
ハ
ー
ト
の
助
言
を
受
け
、
外
国
公
使
の
無
理
な
要
求
を
本
国
政
府
に
訴
え
る
こ
と

で
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
措
置
を
必
要
と
し
た
の
は
、
総
理
衙
門
の
政
治
的
立
場
の
脆
弱
性
に
よ
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
条
約
改
訂
を
翌
年
に
控
え
た
同
治
六
年
（
～
八
六
七
）
に
は
、
天
文
算
学
館
設
立
を
巡
っ
て
総
理
衙
門
は
大
学
巡
警
仁
よ
り
激
し

い
非
難
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
条
約
改
訂
交
渉
の
結
果
に
つ
い
て
も
、
一
旦
は
廷
臣
会
議
の
容
認
を
受
け
た
も
の
の
、
直
後
に
醇
親
王
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
「
駆
逐
洋
人
之
法
」
が
上
奏
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
排
外
派
の
動
き
を
抑
え
た
の
は
上
国
藩
で
あ
っ
た
。
総
理
衙
門
は
そ
の
政
治
的
立
場

の
不
安
定
さ
か
ら
、
曽
国
藩
ら
地
方
大
官
の
支
持
と
、
ハ
ー
ト
ら
外
国
人
の
助
力
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
地
方
督
撫
の
問
で
は
外
交
使
節
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派
遣
が
差
し
追
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
条
約
改
訂
交
渉
の
責
を
負
う
総
理
衙
門
が
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
の
派

遣
を
必
要
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
総
理
衙
門
の
国
内
的
立
場
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
総
理
衙
門
に
と
っ
て
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使

節
団
の
派
遣
は
、
目
前
の
政
治
的
困
難
を
避
け
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
ハ
ー
ト
に
と
っ
て
使
節
派
遣
と
は
、
中
国
と
西
洋
と
を
固
く
結
び
つ
け
る
紐
帯
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
人
自
ら
の
目
で
西
洋
の

富
強
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
を
し
て
自
国
の
改
革
へ
と
駆
り
立
て
、
西
洋
人
と
の
交
流
を
盛
ん
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら
な
る

改
革
を
促
す
と
考
え
ら
れ
た
。
ハ
ー
ト
に
と
っ
て
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
の
派
遣
は
そ
れ
自
体
の
意
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
将
来
清
朝
に
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
影
響
も
重
要
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ト
と
総
理
衙
門
の
間
で
は
、
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
派
遣
の
動
…
機

に
関
し
て
、
必
ず
し
も
認
識
が
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
李
鴻
章
の
意
見
で
あ
る
。
李
鴻
章
は
先
の
総
理
衙
門
の
「
条
説
」
に
対
す
る
答
申
の
中
で
、
「
外
国

人
が
し
ば
し
ば
使
節
派
遣
を
要
請
す
る
の
は
、
も
と
よ
り
中
国
の
使
節
派
遣
を
以
て
本
心
か
ら
友
好
を
願
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
み

な
す
か
ら
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
の
富
強
を
我
々
に
誇
る
こ
と
で
、
我
々
に
鉄
道
・
電
線
の
利
益
を
認
識
さ
せ
、
外
国
に
倣
っ
て
我
々
が
此
れ
を

行
い
、
（
鉄
道
等
の
設
置
を
）
妨
げ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
李
鴻
章
に
は
、
常
駐
使
節
派

遣
の
要
求
と
は
、
西
洋
社
会
と
の
闘
わ
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
中
国
に
改
革
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
の
外
国
側
の
願
望
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
単
帯
章
は
中
国
に
も
「
遣
使
」
を
行
う
利
点
が
あ
る
と
し
、
在
華
外
国
公
使
の
横
暴
に
抵
抗
で
き
、
外
交

交
渉
に
あ
た
っ
て
相
手
国
の
法
律
を
援
用
で
き
る
、
西
洋
の
兵
器
・
技
術
の
探
求
、
の
二
点
を
挙
げ
る
。
常
駐
使
節
の
派
遣
が
、
西
洋
社
会
と

よ
り
深
く
関
わ
り
を
持
っ
て
行
く
こ
と
で
あ
る
点
を
理
解
し
た
上
で
「
遣
使
」
に
賛
成
す
る
李
話
芸
と
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
「
遣
使
」
を
必

要
と
し
た
総
理
衙
門
、
と
も
に
「
遣
使
」
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
立
場
に
は
差
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
以
後
の

「
遣
使
」
論
議
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
の
が
李
詩
章
で
あ
る
。

　
①
「
協
力
政
策
」
に
つ
い
て
は
、
ζ
b
・
≦
「
黄
口
§
鴨
卜
匙
詮
恥
鷺
嵩
蹴
駄
9
馬
謹
捻
　

O
§
勉
ミ
§
駐
ミ
、
§
鴨
目
ご
嘩
G
§
肉
象
§
三
四
。
・
N
曽
N
。
。
総
よ
。
。
謡
ω
席
駄
。
箆
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一
Φ
O
メ
○
愛
唱
・
国
、
坂
野
正
高
『
近
代
中
国
政
治
外
交
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

　
一
九
七
三
）
、
二
七
五
頁
参
照
。

②
ハ
ー
ト
の
「
局
外
劣
観
論
」
と
ウ
ェ
ー
ド
の
「
新
盤
略
論
偏
の
内
容
及
び
両
者

　
に
対
す
る
総
理
衙
門
と
地
方
督
撫
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
≦
ユ
σ
q
げ
ρ
魯
甑
餅
薯
．

　
b
。
①
G
。
山
①
G
。
、
坂
野
正
高
「
同
治
年
間
（
一
八
六
二
一
一
八
七
四
年
）
の
条
約
論

　
議
」
（
坂
野
正
高
『
近
代
中
国
外
交
史
研
究
』
岩
波
同
店
、
一
九
七
〇
）
二
二
六

　
－
二
三
一
頁
参
照
。

③
噸
簿
辮
夷
務
始
束
』
同
治
朝
、
巻
四
〇
、
同
治
五
年
二
月
丙
午
付
、
総
理
各
国

　
事
務
恭
親
王
等
奏
摺
附
「
総
税
司
赫
徳
逓
局
外
肇
観
論
」
、
二
〇
頁
（
以
下
「
『
夷

　
務
始
末
」
同
治
」
と
し
て
引
用
）
。

④
同
上
、
総
理
各
團
事
務
恭
親
王
等
奏
摺
、
～
○
頁
。

⑤
『
夷
務
始
宋
」
同
治
、
巻
三
九
、
同
治
五
年
正
月
丙
寅
付
、
総
理
各
国
事
務
恭

　
親
王
等
奏
摺
、
一
～
二
頁
。

⑥
　
同
上
、
一
頁
。

⑦
前
口
④
史
料
、
一
〇
頁
。

⑧
同
上
、
＝
～
＝
貢
。

⑨
田
戸
曾
ミ
も
．
δ
P

⑩
『
夷
務
始
宋
」
同
治
、
巻
五
〇
、
同
治
六
雲
量
月
乙
丑
付
、
総
理
各
國
事
務
恭

　
親
王
等
奏
摺
附
「
総
理
衙
門
条
説
」
、
三
〇
～
三
五
頁
。

⑪
同
書
、
同
巻
、
同
治
六
年
九
月
長
囲
上
諭
、
二
八
頁
。

⑫
雲
気
⑲
史
料
、
三
二
頁
。

⑬
総
理
衙
門
と
地
方
督
撫
の
意
見
を
包
括
的
に
検
討
し
た
研
究
と
し
て
は
、
円

　
し
d
一
σ
q
σ
q
雲
ω
§
播
、
．
目
訂
。
・
8
§
8
羅
①
呂
。
註
Φ
き
①
o
｛
一
。
。
①
刈
引
田
Q
。
①
o
。
”
＜
一
Φ
壽
。
｛

　
庁
注
ぎ
σ
q
O
露
鋒
器
ω
翼
①
ω
ヨ
曾
お
σ
q
費
鋳
ロ
σ
q
跨
①
貯
ε
お
。
需
巳
瓢
α
q
o
｛
O
諏
嵩
8

　
毛
①
ω
8
簑
一
下
一
g
ロ
o
P
、
．
§
黛
ミ
ミ
駄
§
譜
ミ
§
言
短
く
。
一
』
卜
。
”
瓢
ρ
N
一
綜
9

　
ヨ
σ
q
7
戸
§
聾
も
唱
．
N
謡
幽
ミ
”
坂
野
前
註
②
論
文
二
三
ニ
ー
二
三
七
頁
、
ま
た

　
使
節
派
遣
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、
潤
ω
ρ
魯
甑
計
署
．
一
①
鼻
、
一
①
①
参
照
。

⑭
両
広
総
督
瑞
麟
（
闘
夷
務
始
末
』
同
治
、
巻
五
二
、
頁
一
九
よ
δ
）
、
閾
漸
総

　
督
呉
巣
（
同
書
、
巻
五
五
、
二
～
三
頁
）
の
各
艶
文
参
照
。

⑮
署
湖
広
総
督
江
蘇
巡
撫
李
潮
章
（
同
書
、
巻
五
二
、
三
二
よ
二
三
頁
）
、
署
直

　
隷
総
督
富
文
（
同
書
、
巻
五
六
、
＝
頁
）
の
各
奏
文
・
譲
渡
参
照
。

⑯
同
書
、
巻
五
一
、
同
治
六
年
一
〇
月
並
辰
付
、
陳
甘
総
督
菅
菰
業
の
奏
摺
、
二

　
〇
頁
。

⑰
同
書
、
巻
五
三
、
同
治
六
年
二
月
庚
午
付
、
総
理
善
政
前
江
西
巡
撫
沈
藻
槙

　
の
奏
摺
、
四
～
五
頁
。

⑱
　
前
註
⑮
署
直
隷
総
督
官
文
の
奏
摺
附
「
官
田
螺
議
」
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頁
。

⑲
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夷
務
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同
治
、
巻
五
一
、
同
治
六
年
一
〇
月
乙
置
付
、
総
理
各
国
事
務

　
恭
親
王
等
奏
摺
、
二
六
～
二
八
頁
。
な
お
、
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
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彼
の
使
節
団
に
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月
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王
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九
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塩
押
ω
㊦
ぽ
ω
国
〉
ω
昼
く
。
一
’
b
。
ρ
H
目
一
〇
ω
霞
①
貯
u
o
o
．

　
一
ω
メ
ζ
同
・
し
d
δ
≦
需
ε
軍
議
。
Φ
函
琶
α
q
り
賭
。
く
」
介
一
。
。
①
。
。
．

⑳
頃
．
ゆ
．
ζ
。
門
ω
ρ
§
馬
ミ
馬
謹
ミ
軌
§
ミ
㌘
ミ
§
防
駄
§
Q
§
§
向
ミ
）
欝
く
。
ド

　
N
ω
亀
卜
α
Q
げ
p
卸
簿
ρ
》
一
⑩
一
〇
。
曽
薯
・
卜
⊃
O
一
－
ト
っ
O
N
、
バ
！
リ
ン
ゲ
ー
ム
と
ブ
ラ
ウ
ン
の

　
政
策
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
図
≦
竃
貯
ヨ
“
・
曽
号
ら
蹄
も
唱
」
⑩
c
。
心
窓
“
U
9
ゑ
山
ピ
．
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》
巴
臼
し
。
o
P
討
鷺
識
ミ
蹄
ミ
鳥
嵩
栽
寒
ミ
賊
防
ミ
響
缶
ミ
偽
款
ミ
轄
b
鴬
、
o
ミ
織
跨
§
O
ミ
ミ
“

　
一
。
。
9
聖
目
。
。
⑩
。
。
層
し
d
一
。
。
慧
p
σ
q
δ
p
ご
。
。
伊
も
ワ
ω
。
。
よ
一
等
を
参
照
。

⑳
　
同
轡
、
巻
六
八
、
同
治
八
年
九
月
丁
亥
付
、
総
理
各
国
事
務
恭
親
王
等
奏
摺
附

　
「
艸
央
使
阿
礼
国
笛
岬
酪
己
　
～
⊥
ハ
～
　
七
頁
。

⑳
　
同
書
、
同
巻
、
恭
親
王
等
敵
娼
附
「
重
要
無
二
礼
国
節
略
」
　
一
八
頁
。
な
お
、

　
総
理
衙
門
大
臣
の
同
様
の
困
惑
は
、
山
州
代
理
ア
メ
リ
カ
公
使
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

　
（
ω
．
〈
『
⑦
＝
ω
　
〈
『
二
寓
鋤
ヨ
切
）
の
報
告
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
℃
．
乏
三
賦
ヨ
。
・
曽
§

　
鳥
罰
唱
■
ト
っ
b
O
9

⑳
　
天
津
条
約
改
訂
交
渉
の
結
果
が
清
朝
内
部
で
承
認
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
は
、

　
坂
野
前
髪
②
論
文
二
三
九
－
二
四
一
頁
参
照
。

⑳
　
閏
碧
P
甲
号
ら
鍔

⑳
　
　
『
夷
弓
始
末
㎞
同
治
、
巻
五
五
、
同
治
六
年
＝
［
月
乙
酉
付
、
湖
面
総
督
李
鴻

　
章
奏
送
附
「
悩
天
章
条
款
」
＝
一
～
＝
二
頁
。

第
二
童
　
海
防
論
議
と
使
節
派
遣

清朝在外公館の設立について（箱田）

　
こ
れ
ま
で
の
「
遣
使
」
議
論
で
は
、
対
象
が
当
時
中
国
人
の
ほ
と
ん
ど
居
住
し
て
い
な
い
西
洋
諸
園
で
あ
り
、
こ
の
点
西
洋
各
国
が
公
使
や

領
事
を
中
国
に
常
駐
さ
せ
て
い
る
の
と
同
様
な
意
味
で
の
「
遣
使
」
の
必
要
は
な
い
と
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
新
た
な
要
素
が
登
場
し
て
く
る
。
日
本
で
あ
る
。

　
同
治
九
年
置
一
八
七
〇
）
に
日
本
が
通
商
条
約
締
結
を
も
と
め
て
使
節
を
派
遣
し
て
き
た
お
り
、
総
理
衙
門
は
日
本
は
西
洋
諸
国
と
は
異
な

る
と
し
て
、
条
約
締
結
は
無
用
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
条
約
締
結
の
必
要
性
を
説
き
、
日
本
使
節
と
の
条
約
交
渉
を
担
当
し
た
の
が
、

こ
の
年
直
隷
総
督
兼
北
洋
大
臣
に
就
任
し
た
李
鴻
章
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
日
本
と
の
条
約
締
結
に
際
し
て
、
日
本
に
官
吏
を
駐
在
さ
せ
る
べ

き
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　
李
下
章
が
日
本
と
の
条
約
締
結
を
提
案
し
た
理
由
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
B
本
は
中
国
の
肘
腋
に
あ
り
永
く
中
土
の
患

で
あ
り
、
こ
れ
を
籠
絡
す
れ
ば
或
い
は
我
々
の
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
拒
絶
し
た
ら
必
ず
我
々
の
仇
敵
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
よ
う
な
、
西
洋
諸
国
と
は
異
な
り
日
本
の
有
す
る
潜
在
的
な
脅
威
と
こ
れ
を
藩
屏
と
す
る
可
能
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
条
約
締
結
後
官
員

を
派
遣
し
東
京
か
長
崎
に
駐
在
さ
せ
、
在
日
華
人
の
取
り
締
ま
り
を
行
わ
せ
る
と
共
に
、
日
本
の
動
静
を
探
ら
せ
れ
ば
、
後
患
を
除
く
こ
と
が
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①

で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
主
に
対
日
政
策
上
の
必
要
か
ら
日
本
へ
の
官
吏
派
遣
を
提
案
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
翌
年
（
一
八
七
～
）
締
結
さ
れ
た
日
清
修
好
条
規
に
は
、
彙
権
大
臣
（
公
使
）
と
理
事
官
（
領
事
官
）
の
互
派
を
規
定
し
た
条
項
が

含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
の
時
点
で
の
日
本
へ
の
常
駐
使
節
派
遣
に
関
わ
る
議
論
に
は
、
こ
れ
以
上
の
展
開
は
認
め
ら
れ
な
い
。
同
治
一
二
年
（
一
八
七
三
）

に
日
清
修
好
条
規
の
批
准
書
交
換
の
た
め
来
華
し
た
副
島
種
臣
が
、
日
本
は
柳
原
前
光
を
弁
理
公
使
と
し
て
中
国
に
派
遣
す
る
つ
も
り
い
る
こ

と
を
伝
え
た
の
に
対
し
、
李
鴻
大
は
、
「
使
節
の
常
駐
は
費
用
が
莫
大
で
あ
り
、
今
始
め
て
外
交
関
係
が
成
立
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
事
務
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

少
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
は
人
を
派
遣
す
る
こ
と
も
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
清
朝
側
の
公
使
派
遣
は
す
ぐ
に
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
の
は
、
日
本
に
よ
る
台
湾
出
兵
で
あ
る
。

　
同
治
一
三
年
（
一
八
七
四
）
三
月
中
起
こ
っ
た
日
本
の
台
湾
出
兵
に
衝
撃
を
受
け
た
清
朝
で
は
、
事
件
中
よ
り
西
洋
式
兵
器
の
購
入
を
急
ぐ

べ
し
と
の
声
が
総
理
衙
門
や
沿
海
地
方
の
督
撫
の
問
に
起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
日
本
と
の
交
渉
が
妥
結
す
る
と
、
総
理
衙
門
は
海
防
の
強
化
を
力

説
し
、
そ
の
た
め
「
練
兵
、
造
船
、
簡
器
、
嬉
嬉
、
用
人
、
持
久
」
の
六
項
目
に
つ
い
て
、
沿
海
三
省
の
督
撫
に
一
か
月
以
内
に
具
体
案
を
覆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

奏
さ
せ
る
こ
と
を
要
請
、
こ
の
上
奏
を
受
け
て
九
月
二
七
日
（
一
一
・
五
）
、
沿
海
督
品
等
に
意
見
を
徴
す
る
上
諭
が
発
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
石
亀
章
は
、
事
件
発
生
直
後
よ
り
、
事
件
収
束
後
に
は
日
本
に
常
駐
使
節
を
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
て
い
た
が
、
海
防
論
議
に
お
い
て

寄
せ
た
答
申
で
も
、
も
し
日
本
に
官
員
を
駐
在
さ
せ
て
日
本
の
動
静
を
探
ら
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
今
回
の
よ
う
な
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
だ
め
で
も
、
日
本
政
府
と
直
接
交
渉
す
る
方
が
北
京
で
交
渉
す
る
よ
り
も
都
合
が
よ
い
と
、
日
本
へ
の
使
節
派

遣
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
非
難
し
た
。
そ
し
て
こ
の
挙
は
こ
れ
以
上
実
施
を
延
期
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
日
本
へ
の
使
節
派
遣
の
必
要
性
を

　
　
　
⑤

強
調
し
た
。

　
日
本
の
台
湾
出
兵
の
背
後
に
、
日
本
政
府
と
薩
摩
士
族
の
対
立
と
、
政
府
が
薩
摩
士
族
の
暴
走
を
制
御
で
き
な
か
っ
た
事
情
を
み
た
李
鴻
章
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は
、
大
事
が
発
生
し
た
後
に
使
節
を
派
遣
し
て
日
本
政
府
と
交
渉
さ
せ
て
も
効
果
は
な
く
、
む
し
ろ
宮
員
を
日
本
に
駐
在
さ
せ
、
大
事
を
未
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
日
本
の
動
静
を
探
る
た
め
、
駐
日
公
使
の
早
期
派
遣
が
必
要
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
腸
胃
章
は
答
申
を

寄
せ
る
一
方
、
総
理
衙
門
大
臣
文
祥
に
対
し
て
、
日
本
へ
派
遣
す
る
使
節
は
日
本
と
関
係
の
深
い
江
漸
出
身
者
が
よ
い
と
し
、
総
理
衙
門
総
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

章
京
周
家
楯
（
江
蘇
出
身
）
を
派
遣
し
て
は
ど
う
か
と
打
診
し
て
い
る
。

　
一
方
、
李
編
章
は
西
洋
の
諸
大
国
へ
も
常
駐
使
節
を
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
西
洋
諸
国
に
清
朝
の
威
信
を
示
し
、
誼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
清
修
好
条
規
の
交
渉
時
に
は
、
西
洋
茶
壷
へ
の
常
駐
使
節
派
遣
に
は
な
お
困
難
あ
り
と

し
て
い
た
李
鴻
章
だ
が
、
日
本
の
台
頭
と
そ
れ
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
た
こ
と
で
、
西
洋
諸
国
と
の
よ
り
積
極
的
な
交
流
も
必
要
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極
的
な
意
見
を
述
べ
た
の
が
両
江
総
督
李
宗
義
で
あ
る
。
李
宗
義
は
、
洋
務
に
明
る
い
人
物
を
選
ん
で
随
時
外

国
に
派
遣
し
、
彼
等
に
外
国
の
有
用
な
人
物
、
新
開
発
の
兵
器
を
随
時
探
訪
さ
せ
、
招
致
・
購
買
の
地
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

南
ア
ジ
ア
を
中
国
の
海
防
の
要
地
と
し
て
重
視
し
、
其
の
地
の
華
人
を
洋
務
・
海
防
の
人
材
と
し
て
召
募
す
る
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。

　
地
方
督
撫
ら
の
覆
奏
は
、
総
理
衙
門
の
原
基
と
と
も
に
、
光
緒
元
年
正
月
二
九
日
（
一
八
七
五
・
三
・
六
）
に
は
一
旦
廷
臣
会
議
に
付
さ
れ
た
。

一
か
月
後
覆
奏
さ
れ
て
き
た
親
王
達
や
警
策
使
干
嘉
辰
、
大
理
寺
空
忘
王
家
壁
ら
の
最
長
は
、
再
び
総
理
衙
門
に
よ
る
検
討
に
か
け
ら
れ
た
。

　
礼
親
王
等
の
下
文
は
、
使
節
を
日
本
及
び
西
洋
各
国
に
駐
在
さ
せ
る
と
い
う
李
鴻
章
等
提
案
は
、
い
ず
れ
も
実
行
に
差
し
支
え
な
い
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

総
理
衙
門
に
状
況
を
斜
酌
し
て
厳
密
な
処
理
を
行
う
よ
う
下
命
せ
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
光
緒
元
年
四
月
二
六
日
（
一
八
七
五
・
五
・
一
四
）
付
け
で
受
理
さ
れ
た
総
理
衙
門
の
「
奏
覆
海
防
事
宜
疏
」
は
、
海
防
論
議
に
一
応
の
結
論

を
出
し
た
も
の
だ
が
、
総
理
衙
門
の
諮
問
し
た
六
項
目
の
ほ
か
、
地
方
督
撫
等
か
ら
挙
げ
ら
れ
た
重
要
な
提
案
に
つ
い
て
は
、
片
を
付
し
て
箇

条
書
き
に
し
て
回
答
し
て
い
る
。
礼
親
王
等
の
答
申
を
受
け
た
総
理
衙
門
は
こ
こ
で
、
「
遣
使
」
問
題
に
つ
い
て
、
本
来
使
節
派
遣
と
は
無
関

係
で
あ
る
は
ず
の
洋
学
局
・
算
学
科
設
置
の
問
題
と
関
連
づ
け
た
議
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
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総
理
衙
門
は
先
ず
、
李
鴻
章
・
沈
思
禎
等
の
提
案
す
る
洋
学
局
・
算
学
科
設
置
の
要
求
は
、
詔
に
よ
り
、
外
国
に
出
使
す
る
人
材
を
求
め
た

世
代
の
故
事
や
、
宋
の
司
馬
光
が
十
科
の
設
置
を
議
論
し
た
意
図
に
な
ら
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
科
挙
と
並
行
し
て
実
施
し
て
も
相
矛

盾
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
王
家
壁
等
の
称
す
る
よ
う
な
、
洋
学
を
も
っ
て
科
挙
を
変
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
た
上
で
、

　
　
か
つ
使
節
派
遣
に
は
予
め
懸
章
を
蓄
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
学
局
を
設
立
し
て
人
材
を
育
成
し
、
専
門
の
科
目
を
設
け
て
こ
れ
を
選
抜
す
る
の
で
な
け

　
　
れ
ば
、
外
国
に
出
撃
す
る
入
材
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
こ
と
は
も
と
よ
り
将
来
順
を
追
っ
て
処
置
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
状

　
　
況
を
調
べ
る
に
、
日
本
、
あ
る
い
は
露
・
米
・
英
・
仏
・
独
等
は
、
あ
る
も
の
は
侵
略
の
意
図
を
懐
き
、
あ
る
も
の
は
連
合
す
べ
き
誼
が
あ
り
、
使
節
派

　
　
遣
は
、
恐
ら
く
こ
れ
以
上
実
施
を
延
期
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
情
勢
に
あ
る
。
し
か
し
、
洋
学
局
・
算
学
科
は
慌
し
く
実
施
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

　
　
ま
ず
現
在
で
き
る
方
法
を
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
説
明
し
、
出
使
候
補
者
を
推
薦
す
る
よ
う
漁
業
章
等
督
撫
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

　
洋
学
局
・
算
学
科
の
設
置
と
は
、
李
鴻
章
が
洋
務
人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
目
的
で
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
李
鴻
章
は
、
自
強
の
た
め
に

は
あ
え
て
制
度
改
変
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
科
挙
に
は
「
洋
務
進
取
の
格
」
を
別
に
設
け
、
ま
た
洋
学
局
を
各
省
に
設
置
し
、
民

間
の
日
用
や
兵
器
の
製
造
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
格
致
・
測
算
・
地
理
・
汽
船
・
機
械
・
兵
法
・
藩
法
・
化
学
・
電
気
学
の
各
学
科
を
洋
学

局
に
設
け
て
学
ば
せ
る
こ
と
を
奏
請
し
た
。
算
学
科
の
設
置
と
は
、
以
前
沈
慢
心
が
無
用
の
武
挙
を
廃
止
し
て
算
学
科
を
設
置
す
る
よ
う
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
い
た
も
の
で
、
李
鴻
章
が
自
説
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
子
福
辰
は
、
東
洋
の
小
国
の
脅
威
を
口
実
に
し
て
、
こ
の
機
に
つ
け
こ
ん
で
西
洋
技
術
の
導
入
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
と
李
鴻
章
等
を
激
し
く
非
難
し
た
。
王
家
壁
も
墨
壷
章
は
洋
学
を
も
っ
て
科
挙
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
て
非
難
し
、
「
今
経
史
・
章

句
の
学
を
棄
て
て
、
悉
く
洋
学
に
傾
斜
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
試
み
に
訊
ね
る
が
、
雲
霞
や
算
学
、
科
学
、
技
芸
の
学
は
果
た
し
て
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

敵
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
」
と
洋
学
局
設
立
を
非
難
し
て
い
た
。

　
総
理
衙
門
は
、
罠
間
の
日
用
・
兵
器
の
製
造
に
関
連
す
る
各
学
問
の
学
習
を
目
的
と
し
た
洋
学
局
設
置
の
要
求
を
、
出
使
人
材
の
育
成
を
意
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通
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
非
難
を
塞
ぐ
一
方
、
国
際
環
境
の
切
迫
を
理
由
に
洋
学
局
設
置
を
先
送
り
に
し
た
の

で
あ
る
。
総
理
衙
門
の
「
奏
覆
海
防
事
宜
疏
」
は
総
辮
章
京
周
気
重
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
あ
る
が
、
そ
の
草
稿
は
、
洋
学
周
・
算
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
設
置
は
、
「
振
興
の
要
心
」
で
あ
る
と
し
て
、
李
鴻
章
の
議
論
通
り
に
計
画
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
大
き
く
改
変
さ

れ
た
わ
け
で
あ
り
、
周
家
楯
の
草
稿
で
こ
れ
程
大
き
く
改
変
さ
れ
た
項
目
は
他
に
は
な
い
。

　
今
回
の
「
離
調
」
議
論
は
、
総
理
衙
門
か
ら
で
は
な
く
、
地
方
督
撫
の
側
か
ら
発
議
さ
れ
て
い
る
点
で
、
先
の
天
津
条
約
改
訂
交
渉
の
際
の

議
論
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
地
方
督
撫
の
議
論
は
、
日
本
の
台
頭
に
対
応
す
る
必
要
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
日
本
の
台

湾
出
兵
を
契
機
と
し
た
海
防
の
推
進
は
、
外
国
人
顧
問
の
招
致
や
兵
器
購
入
と
い
っ
た
自
強
磁
置
上
の
観
点
か
ら
西
洋
諸
国
と
の
よ
り
積
極
的

な
交
流
も
急
務
で
あ
る
こ
と
を
地
方
督
撫
に
認
識
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
遣
使
」
議
論
に
お
い
て
み
せ
た
総
理
衙
門
の
対
応
で
あ
る
。
政
治
的
地
位
の
脆
弱
な
総
理
衙

門
は
、
重
要
な
対
外
問
題
に
お
い
て
李
鴻
章
等
地
方
大
官
の
支
持
を
必
要
と
し
た
。
一
方
面
海
防
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
中
、
李
鴻
章
に
対
す

る
激
し
い
非
難
も
起
こ
っ
て
お
り
、
総
理
衙
門
は
保
守
派
と
斜
面
章
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
か
の
よ
う
な
対
応
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
「
遣
使
」
議
論
を
通
じ
て
、
総
理
衙
門
の
「
駅
使
」
と
の
関
わ
り
方
や
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
台
頭
と
海
防
の
強
化
と
を
契
機
と
し
て
清
朝
に
よ
る
常
駐
使
節
の
派
遣
が
原
則
と
し
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

懸
案
の
人
材
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
方
督
撫
よ
り
推
薦
さ
せ
る
形
で
解
決
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
①
『
署
務
始
末
触
同
治
、
巻
七
九
、
同
治
九
年
＝
万
癸
亥
付
、
協
辮
大
学
士
直
　

恭
親
王
等
奏
摺
、
　
九
～
二
〇
頁
、
上
諭
、
二
〇
よ
＝
頁
。
「
請
勅
議
海
防
六

　
　
隷
総
督
李
鴻
章
奏
摺
片
、
四
八
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
疏
」
は
、
『
夷
務
始
末
㎞
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
『
道
成
同
齢
機
織
奏
議
輪

　
②
『
李
鴻
章
金
集
臨
訳
署
函
稿
巻
一
、
「
述
講
島
上
論
外
交
」
同
治
＝
　
年
四
月
　

第
六
冊
、
二
六
一
〇
～
二
⊥
企
四
頁
参
照
。
海
防
論
議
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。

　
　
初
七
日
付
、
頁
四
四
（
以
下
『
全
集
㎏
と
し
て
引
用
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
’
ρ
く
．
閏
ω
芦
．
、
日
訂
O
話
讐
℃
o
一
一
〇
鴫
U
Φ
げ
簿
Φ
一
ロ
O
葺
ゆ
勲
一
〇
。
刈
野
㌶
9
葺
ぎ
Φ
U
Φ
－

　
③
噸
夷
務
始
末
㎞
同
治
、
巻
九
八
、
七
生
；
奪
九
月
丙
寅
付
、
総
理
各
国
壌
務
　

｛
㊦
霧
Φ
く
騎
．
軍
。
匿
臼
U
Φ
け
詳
ω
ρ
・
．
建
、
§
辻
尋
ミ
“
N
ミ
駄
野
凡
ミ
融
9
ミ
ミ
窪
く
。
一
．
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鳴
9
一
㊤
①
0
、
機
運
吉
門
粟
国
海
防
與
塞
防
臭
争
的
研
究
扁
（
隅
故
宮
文
献
』
ニ
ー
三
、

　
一
九
七
｝
）
、
片
綱
一
忠
隅
清
朝
義
解
統
治
醗
究
㎞
（
雄
山
閣
、
一
九
九
一
）
＝

　
二
一
＝
一
七
頁
等
。

④
『
全
集
』
訳
鮎
喰
稿
顧
慮
、
「
論
台
湾
」
同
治
ご
二
年
四
月
二
一
日
付
、
ヨ
○

　
頁
。

⑤
同
害
、
奏
稿
巻
二
四
、
「
夏
日
鉄
甲
兼
請
遣
血
綿
」
同
治
；
奪
＝
月
初
二

　
日
付
、
二
七
～
二
八
頁
。

⑥
前
註
④
史
料
お
よ
び
欄
全
集
』
朋
僚
函
稿
巻
一
四
、
「
復
四
海
丹
副
帥
」
同
治

　
一
三
年
四
月
一
八
日
付
、
四
頁
。

⑦
『
全
集
』
朋
僚
函
稿
巻
一
四
、
「
復
文
博
辮
中
堂
」
同
治
＝
二
年
＝
月
初
四

　
日
付
、
一
二
二
頁
。

⑧
前
註
⑤
史
料
。

⑨
同
書
、
巻
一
〇
〇
、
同
治
；
希
＝
月
辛
亥
付
、
両
江
総
督
李
宗
義
奏
摺
、

　
皿
○
頁
。
こ
の
他
福
建
巡
撫
王
凱
泰
も
外
國
諸
国
の
状
況
を
蜘
る
た
め
主
要
国
へ

　
の
使
節
派
遣
を
提
案
し
た
。
特
に
日
本
に
つ
い
て
は
西
洋
の
植
民
地
に
さ
れ
る
こ

　
と
を
警
戒
し
、
使
節
を
駐
在
さ
せ
る
こ
と
で
目
本
を
「
東
洋
の
守
り
」
と
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
（
同
害
、
巻
九
九
、
四
八
～
四
九
頁
）
。

⑩
糊
洋
務
運
動
篇
第
一
冊
、
光
緒
元
年
二
月
二
七
日
付
、
礼
親
王
世
二
等
奏
摺

　
（
中
国
史
学
飼
主
編
、
中
国
近
代
史
資
料
叢
刊
、
上
海
人
民
出
版
社
、
…
九
六

　
　
）
　
～
二
〇
頁
。

⑪
同
書
、
門
燈
、
光
緒
元
年
四
月
二
六
日
付
、
総
理
各
国
事
務
恭
親
王
等
奏
摺
附

　
単
、
一
五
一
～
一
五
二
頁
。

⑫
噸
全
集
』
奏
稿
南
西
、
「
国
議
海
防
摺
附
奏
摺
議
覆
各
条
清
単
」
同
治
＝
二

　
年
一
一
月
初
二
日
付
、
二
三
一
二
四
頁
。

⑬
『
洋
務
運
動
魅
第
　
冊
、
光
緒
元
年
二
月
二
七
日
付
、
通
政
使
干
凌
辰
奏
摺
、

　
＝
二
頁
。

⑭
同
書
、
同
冊
、
光
緒
元
年
二
月
二
七
日
付
、
大
理
寺
少
卿
王
家
壁
黒
点
附
片
、

　
一
二
九
頁
。

⑮
周
家
楯
明
期
不
負
斎
全
集
』
政
書
巻
～
、
「
擬
奏
覆
海
防
事
宜
疏
一
頁
二
七
。
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第
三
章
　
初
期
の
常
駐
使
節
と
李
鴻
章

　
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
四
月
、
海
防
論
議
を
通
じ
て
海
外
に
常
駐
使
節
を
派
遣
す
る
こ
と
が
原
則
的
に
決
定
さ
れ
た
が
、
清
朝
が
最
初
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

在
外
公
館
を
設
置
す
る
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
同
じ
光
緒
元
年
に
発
生
し
た
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
で
あ
る
。
英
国
公
使
ウ
ェ
ー
ド
は
、

雲
南
と
ビ
ル
マ
と
の
間
の
境
界
地
域
で
起
こ
っ
た
英
国
公
使
館
書
記
官
マ
ー
ガ
リ
i
（
竃
胃
σ
q
震
《
）
の
殺
害
事
件
に
乗
じ
て
、
清
朝
と
の
懸
案

を
一
挙
に
交
渉
の
面
上
に
の
せ
よ
う
と
、
強
硬
な
姿
勢
を
採
っ
た
。
ウ
ェ
ー
ド
は
、
当
時
外
国
電
信
の
終
点
が
上
海
で
あ
っ
た
こ
と
を
利
用
し
、

交
渉
が
停
滞
す
る
と
本
国
と
の
連
絡
を
口
実
に
北
京
か
ら
上
海
に
引
き
上
げ
、
そ
の
都
度
最
後
通
牒
を
つ
き
つ
け
る
な
ど
清
朝
側
を
脅
迫
し
た
。



　
シ
ュ
は
、
常
駐
使
節
の
派
遣
を
促
進
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
ウ
ェ
ー
ド
と
の
交
渉
の
経
験
と
、
ハ
ー
ト
や
他
の
在
華
外
国
公
使
の
役
割
を

重
視
す
る
。
彼
の
研
究
に
沿
っ
て
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
の
交
渉
と
使
節
派
遣
の
動
き
と
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ウ
ェ
ー
ド
の
強
硬
な

姿
勢
に
苦
慮
し
た
清
朝
は
光
緒
元
年
七
月
、
状
況
改
善
の
第
一
歩
と
し
て
、
ウ
ェ
ー
ド
の
要
求
に
応
じ
て
事
件
解
決
後
の
謝
罪
使
節
派
遣
を
決

定
し
た
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ー
ド
の
強
硬
な
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
翌
年
五
月
に
は
交
渉
を
断
絶
し
て
上
海
に
引
き
揚
げ
て
し
ま
っ
た
。
状
況
打
開

の
た
め
清
朝
は
ハ
ー
ト
に
調
停
を
依
頼
、
こ
の
よ
う
な
緊
張
状
態
に
あ
っ
て
、
ハ
ー
ト
は
改
め
て
清
朝
が
在
外
使
節
を
派
遣
し
、
外
国
政
府
と

直
接
交
渉
す
る
こ
と
の
有
用
性
を
李
鴻
章
等
に
説
き
、
他
の
在
華
公
使
た
ち
も
同
様
な
忠
告
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
マ
ー
ガ
リ
i
事
件
は
、
在

外
使
節
の
存
在
が
、
在
華
外
割
公
使
の
横
暴
を
防
ぎ
、
何
よ
り
も
清
朝
の
利
益
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
教
訓
を
清
朝
に
与
え
た
、
と
い
う

　
　
　
　
②

も
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
の
交
渉
時
期
、
使
節
派
遣
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ト
と
李
鴻
章
等
の
問
に
は
異
な
っ
た
反
応
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
章
で
は
、
ハ
ー
ト
と
と
も
に
李
鴻
章
等
の
使
節
派
遣
に
関
わ
る
動
き
を
考

察
す
る
こ
と
と
す
る
。

在外公館の設立について（箱田）

（
1
）
　
出
使
英
国
大
臣
派
遣
の
決
定

　
光
緒
元
年
初
め
に
マ
ー
ガ
リ
ー
殺
害
の
報
を
受
け
た
ウ
ェ
ー
ド
は
、
二
月
末
（
四
・
二
）
に
は
総
理
衙
門
と
の
交
渉
を
中
断
し
て
上
海
へ
向

か
っ
た
が
、
事
態
打
開
の
糸
口
を
求
め
て
七
月
に
は
天
津
の
李
章
章
の
も
と
を
訪
れ
た
。
李
鴻
章
と
の
交
渉
の
中
で
ウ
ェ
！
ド
は
、
清
朝
側
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

よ
る
外
交
姿
勢
の
変
化
の
証
拠
を
求
め
て
七
か
条
の
要
求
を
罷
業
章
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
漢
文
秘
書
官
メ
イ
ヤ
ー
ズ
（
ζ
我
①
邑
を
北
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
派
遣
し
、
こ
の
要
求
に
つ
い
て
総
理
衙
門
と
協
議
さ
せ
た
。
こ
の
七
か
条
の
要
求
の
内
、
第
六
、
第
七
項
目
が
謝
罪
使
節
の
派
遣
に
関
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
雲
南
の
事
件
に
つ
い
て
、
清
朝
朝
廷
の
謝
罪
の
意
を
英
国
に
表
明
す
る
た
め
、
使
節
を
派
遣
す
る
こ
と
、
こ

の
使
節
は
英
国
へ
の
往
き
帰
り
に
は
イ
ン
ド
を
経
由
し
、
イ
ン
ド
総
督
と
英
国
ビ
ル
マ
ー
雲
南
間
の
通
商
に
つ
い
て
取
り
決
め
を
行
う
こ
と
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⑤

（
第
六
項
目
）
と
、
使
節
派
遣
の
上
諭
は
明
発
す
べ
き
こ
と
（
第
七
項
目
）
で
あ
る
。

　
こ
の
要
求
を
受
け
た
青
魚
章
は
、
使
節
派
遣
に
つ
い
て
は
総
理
衙
門
も
そ
の
意
思
が
あ
る
が
、
適
当
な
人
物
も
お
ら
ず
、
ま
た
雲
南
の
事
件

が
ま
だ
調
査
中
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
今
す
ぐ
の
派
遣
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
旨
を
ウ
ェ
ー
ド
に
伝
え
た
。
ま
た
使
節
に
イ
ン
ド
を
経
由
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

せ
貿
易
章
程
を
協
議
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
た
。
李
憂
心
は
総
理
衙
門
に
こ
れ
ら
の
ウ
ェ
ー
ド
と
の
会
談
の
模
様
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
使

節
派
遣
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ー
ド
の
要
求
は
性
急
に
過
ぎ
る
が
、
ま
ず
先
に
使
節
派
遣
の
決
定
を
行
い
、
事
件
解
決
後
に
派
遣
す
れ
ば
、
英
国
で

使
節
が
困
難
を
蒙
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
し
、
ま
た
イ
ン
ド
経
由
や
通
商
交
渉
に
つ
い
て
は
拒
否
す
べ
き
で
あ
る
、
と
自
ら
の
考
え
を

　
　
　
　
⑦

伝
え
て
い
る
。

　
七
月
二
二
日
（
八
・
二
二
）
に
総
理
衙
門
か
ら
メ
イ
ヤ
ー
ズ
に
提
出
さ
れ
た
回
答
書
で
は
、
謝
罪
使
節
派
遣
に
つ
い
て
、
「
今
雲
南
の
事
件
の

た
め
、
先
ず
官
員
を
英
国
に
派
遣
し
親
交
を
深
め
、
並
び
に
雲
南
の
事
件
は
朝
廷
の
予
想
外
の
事
で
あ
り
、
決
し
て
他
意
の
あ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
表
明
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
」
と
し
て
お
り
、
使
節
の
イ
ン
ド
経
由
や
通
商
交
渉
に
つ
い
て
は
、
国
書
を
携
帯
す
る
使
節
は
、
英
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
直
行
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
し
か
し
、
総
理
衙
門
の
回
答
に
対
し
て
ウ
ェ
ー
ド
は
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
李
面
面
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
総

理
衙
門
が
英
国
へ
の
使
節
派
遣
を
上
奏
し
た
の
は
こ
の
直
後
で
あ
る
。
七
月
二
八
日
（
八
・
一
天
）
に
受
理
さ
れ
た
難
文
の
中
で
総
理
衙
門
は
、

ウ
ェ
ー
ド
の
要
求
は
修
好
の
見
地
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
過
度
に
拒
絶
し
て
口
実
を
与
え
て
戦
闘
に
至
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
使
節
派
遣
は
本
来
事
件
解
決
後
に
行
う
べ
き
も
の
だ
が
、
前
も
っ
て
派
遣
を
承
諾
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

い
と
の
李
鴻
章
の
意
見
は
、
「
誠
に
急
脈
緩
受
の
策
で
あ
る
」
と
し
、
軍
使
英
国
の
正
使
一
員
、
副
使
一
員
の
派
遣
を
要
請
し
た
。
副
使
一
員

に
つ
い
て
は
特
に
、
常
駐
使
節
派
遣
を
に
ら
ん
で
総
理
衙
門
が
既
に
候
補
人
員
と
し
て
推
薦
し
て
い
た
九
人
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
る
こ
と
を
求

　
　
　
⑩

め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
総
理
衙
門
の
奏
請
を
受
け
て
、
七
月
二
八
日
郭
嵩
叢
、
許
古
身
を
出
使
英
国
大
臣
に
任
じ
る
上
諭
が
降
っ
た
。
八
月
初
八
日
目
九
・
七
）
に
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は
明
発
上
諭
に
よ
っ
て
、
郭
・
許
の
英
国
派
遣
と
、
随
員
お
よ
び
翻
訳
官
の
人
選
は
李
興
言
が
郭
・
許
と
と
も
に
当
た
る
べ
き
旨
が
命
じ
ら
れ

⑫
た
。　

以
上
の
経
緯
か
ら
、
こ
の
英
国
へ
の
使
節
派
遣
の
決
定
は
、
李
鴻
章
の
提
案
を
参
考
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
段
階
で

は
、
副
使
に
常
駐
使
節
の
候
補
者
が
充
て
ら
れ
る
な
ど
、
将
来
の
常
駐
使
節
派
遣
を
視
野
に
い
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
当
初
か
ら
こ
の
謝
罪
使
節
が
常
駐
使
節
を
兼
ね
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
光
緒
元
年
九
月
一
六
日
（
～
八
七
五
・
一
〇
・
一
四
）
付
け
『
申
報
』
紙
に
は
、
こ
の
た
び
の
使
節
派
遣
を
常
駐
公
使
の
そ
れ
で
あ

る
と
す
る
見
方
は
憶
測
を
免
れ
な
い
と
評
す
る
一
方
、
マ
ー
ガ
リ
i
事
件
に
た
い
し
て
英
国
と
の
友
好
を
表
明
す
る
た
め
の
特
使
で
あ
る
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

見
解
を
示
す
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
李
鴻
章
は
光
緒
元
年
一
二
月
初
め
に
郭
嵩
蒸
の
弟
・
郭
箆
襟
へ
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
常
駐
使
節
派
遣
の
必
要
性
を
説
き
つ
つ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

今
園
の
郭
特
需
等
の
英
国
派
遣
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
常
駐
公
使
の
そ
れ
で
あ
る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。
海
防
論
議
を

通
じ
て
主
要
国
へ
の
常
駐
使
節
派
遣
が
原
則
的
に
決
定
し
て
い
た
と
は
い
え
、
ウ
ェ
！
ド
の
要
求
に
応
じ
て
使
節
派
遣
を
急
遽
決
定
し
た
と
い

う
経
緯
に
加
え
、
肝
心
の
マ
！
ガ
リ
ー
事
件
の
交
渉
が
停
滞
し
、
中
里
問
の
緊
張
状
態
が
続
く
中
で
は
、
落
筆
蕪
等
の
英
国
派
遣
に
は
、
な
お

不
確
定
要
素
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
ハ
ー
ト
は
、
こ
の
郭
潜
血
等
の
英
国
派
遣
に
つ
い
て
異
な
っ
た
認
識
を
示
し
て
い
る
。
一
八
七
五
年
九
月
九
日
（
光
緒
元
年
八
月
初
～
○

日
）
付
け
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
に
は
、
ハ
ー
ト
か
ら
海
関
の
ロ
ン
ド
ン
周
長
キ
ャ
ン
ベ
ル
（
智
ヨ
①
ω
U
毎
。
き
O
磐
筈
①
＝
）
へ
送
ら
れ
た
郭
嵩
省
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
英
国
派
遣
を
知
ら
せ
る
電
信
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
ハ
ー
ト
の
指
示
を
受
け
て
清
朝
公
使
館
用
の
物
件
を
探

　
　
　
　
　
⑯

し
始
め
て
い
た
。

　
こ
の
指
示
は
後
に
ハ
ー
ト
自
身
か
ら
取
り
消
さ
れ
た
。
一
八
七
六
年
一
月
二
六
日
（
光
芒
二
年
正
月
初
一
日
）
付
け
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
宛
て
書
簡

で
は
、
郭
・
許
の
使
節
団
は
、
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
、
百
年
祭
を
見
物
す
る
な
ど
ゆ
っ
く
り
と
旅
を
し
な
が
ら
英
国
に
向
か
う
と
思
わ
れ
る
と
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述
べ
、
彼
ら
は
英
国
到
着
後
自
分
た
ち
で
公
使
館
を
手
配
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
彼
ら
に
は
時
間
も
金
も
あ
る
の
で
、
我
々
が
手
を
煩
わ
す
必

要
は
な
い
、
と
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
部
外
秘
と
念
を
押
し
た
上
で
、

　
　
ウ
ェ
ー
ド
の
電
信
は
誤
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ー
ド
が
特
別
使
第
と
謝
罪
書
に
つ
い
て
語
っ
た
の
は
李
玉
章
で
あ
っ
て
、
決
し
て
総
理
衙
門
で
は
な
い
。
郭
・

　
　
許
は
所
謂
「
特
別
使
節
」
な
ど
で
は
な
い
。
常
設
の
公
使
館
を
開
設
す
る
た
め
に
英
国
に
向
か
う
の
で
あ
り
、
謝
罪
書
を
携
行
す
る
た
め
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
⑰

と
付
記
し
て
い
る
。
ハ
ー
ト
は
、
今
圃
の
使
節
派
遣
が
総
理
衙
門
の
手
に
よ
る
常
駐
公
使
の
派
遣
で
あ
っ
て
、
ウ
ェ
ー
ド
の
謝
罪
使
節
派
遣
の

要
求
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
が
、
先
に
見
て
き
た
郭
嵩
努
努
の
英
国
派
遣
決
定
ま
で
の
経
緯
と
、
こ
の
書
簡
の
内
容
と
が
矛

盾
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
ド
の
七
か
条
の
要
求
は
、
そ
の
漢
訳
文
が
総
理
衙
門
の
奏
文
に
も
付
さ
れ
て
お
り
、
第
六
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
謝
罪
使
節
派
遣
の
要
求
も
そ
の
中
に
確
認
で
き
る
。
ウ
ェ
ー
ド
の
要
求
に
対
し
そ
の
回
答
を
寄
せ
た
の
も
総
理
衙
門
で
あ
り
、
こ
の
要
求
に

つ
い
て
李
鴻
章
と
総
理
衙
門
の
間
で
情
報
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
。

　
第
一
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
ハ
ー
ト
は
常
駐
使
節
の
派
遣
は
、
在
華
外
国
公
使
と
の
交
渉
に
お
い
て
清
朝
に
有
益
で
あ
る
と
説
い
て
き
た
。

マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
の
発
生
に
よ
り
霊
智
問
が
緊
張
す
る
な
か
、
使
節
派
遣
が
清
朝
に
よ
る
自
主
的
な
行
動
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
国
際
社

会
に
お
け
る
清
朝
の
地
位
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
と
ハ
ー
ト
は
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
へ
の
押
借
転
載
も
対
外
的
ア

ピ
ー
ル
の
一
手
段
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
興
味
深
い
の
は
常
駐
使
節
の
派
遣
が
総
理
衙
門
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
斌
椿
の
視
察
団
や
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
使
節
団
な
ど
こ
れ
ま
で
の
使
節
派
遣
は
、
随
員
の
選
定
な
ど
ハ
ー
ト

の
助
力
を
受
け
な
が
ら
、
総
理
衙
門
の
主
導
の
も
と
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
今
我
の
英
国
へ
の
派
遣
は
、
李
三
章
が
随
員
及
び
翻
訳

宮
の
人
選
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
あ
く
ま
で
外
交
の
中
心
は
総
理
衙
門
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

⑲
る
。　

ま
た
シ
ュ
は
ハ
ー
ト
が
李
鴻
章
に
英
国
へ
の
使
節
の
早
期
派
遣
を
助
一
写
し
た
こ
と
の
影
響
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
李
鴻

章
と
ハ
ー
ト
の
間
に
は
見
解
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
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ハ
ー
ト
は
、
光
緒
二
年
閏
五
月
、
三
度
上
海
に
引
き
揚
げ
て
し
ま
っ
た
ウ
ェ
ー
ド
に
会
う
た
め
上
海
に
向
か
っ
た
。
途
中
天
津
に
立
ち
寄
っ

た
ハ
ー
ト
は
、
李
鴻
章
と
許
鈎
身
に
対
し
て
、
英
国
に
使
節
を
派
遣
し
、
英
国
本
国
と
直
接
交
渉
す
べ
き
と
忠
告
し
た
。
許
鈴
身
が
こ
れ
に
対

し
て
、
い
つ
出
発
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
自
分
は
必
ず
同
行
す
る
つ
も
り
だ
と
、
英
国
行
き
へ
の
意
欲
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
ハ
ー
ト
は
、
も

っ
と
声
望
の
あ
る
大
官
が
同
行
し
た
方
が
よ
い
、
総
理
衙
門
の
毛
拠
煕
な
ど
が
適
し
て
い
る
、
と
述
べ
、
ま
た
自
分
が
使
節
に
同
行
し
て
援
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
い
、
と
も
申
し
出
た
。

　
し
か
し
李
鴻
章
は
、
使
節
の
派
遣
お
よ
び
他
国
に
仲
裁
を
要
請
す
る
べ
き
と
の
ハ
ー
ト
の
提
案
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
も
そ
れ
ほ
ど
力
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
旨
、
総
理
衙
門
に
伝
え
て
い
る
。

　
同
じ
頃
ハ
ー
ト
は
李
鴻
章
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
な
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
マ
ー
ガ
リ
i
事
件
に
つ
い
て
使
節
を
派
遣

し
て
英
国
政
府
と
交
渉
す
る
場
合
、
そ
の
使
節
が
不
確
実
な
こ
と
を
述
べ
て
後
日
ウ
ェ
ー
ド
の
示
す
証
拠
と
符
合
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
た
ら
、
か
え
っ
て
交
渉
に
有
害
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
留
意
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。
だ
が
こ
の
魚
雷
を
受
け
た
李
鴻
章
は
、

　
　
ウ
ェ
ー
ド
は
総
じ
て
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
に
対
す
る
清
朝
側
の
調
査
・
処
罰
は
不
実
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
英
国
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
が
事
実
を
述
べ
た

　
　
と
こ
ろ
で
、
ウ
ェ
ー
ド
や
グ
ロ
ー
ブ
ナ
！
等
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
と
は
、
明
ら
か
に
符
合
し
な
い
。
ま
し
て
既
に
グ
ロ
ー
ブ
ナ
ー
が
英
国
に
帰
国
し
て
い

　
　
る
今
、
英
国
で
は
衆
口
一
致
し
て
お
り
、
な
お
さ
ら
交
渉
の
余
地
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
、
総
理
衙
門
に
報
告
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ー
ガ
リ
ー
殺
害
の
状
況
に
関
し
て
、
現
地
の
少
数
民
族
の
仕
業
で
あ
る
と
す
る
清
朝
側
と
、
雲
南

の
地
方
官
吏
が
事
件
に
関
与
し
て
い
る
と
し
て
あ
く
ま
で
彼
ら
の
処
罰
を
要
求
す
る
ウ
ェ
ー
ド
と
の
間
で
、
こ
の
議
論
は
平
行
線
を
辿
っ
て
い

た
。
ま
た
、
雲
南
で
の
調
査
に
あ
た
っ
た
英
国
公
使
館
員
グ
ロ
ー
ブ
ナ
i
（
O
δ
ω
〈
2
0
H
）
は
、
す
で
に
調
査
結
果
を
携
え
て
英
国
に
帰
国
し
て

い
た
。
こ
の
た
め
李
鴻
章
は
、
議
論
を
ロ
ン
ド
ン
に
移
し
て
も
無
駄
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
使
節
の
早
期
派
遣
と
英
国
本
国
で
の
交
渉
を
助
言
す
る
ハ
ー
ト
と
、
そ
の
助
言
を
受
け
た
李
鴻
章
の
反
応
に
は
か
な
り
の
開
き
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
派
遣
さ
れ
る
使
節
の
構
成
に
つ
い
て
も
、
ハ
ー
ト
は
許
鈴
身
の
派
遣
に
は
消
極
的
で
、
む
し
ろ
総
理
衙
門
大
臣
の
派
遣
を
求
め
、
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ま
た
自
分
自
身
が
使
節
に
同
行
し
よ
う
と
の
意
志
を
見
せ
て
い
る
。
ハ
ー
ト
が
総
理
衙
門
と
自
分
の
影
響
を
強
め
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
李

鴻
章
は
ハ
ー
ト
の
主
張
す
る
使
節
の
早
期
派
遣
と
そ
の
効
果
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ト
と
李
鴻
章
と
は
、
使
節
派
遣
に
対
し
て
異
な
っ
た
対
応
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
李
鴻
章
は
使
節
派
遣
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
節
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
2
）
　
李
鴻
章
と
初
期
の
常
駐
使
節

　
ウ
ェ
ー
ド
の
要
求
に
よ
り
英
国
へ
の
使
節
派
遣
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
頃
、
李
鴻
章
は
沈
藻
禎
へ
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、

　
　
　
（
黄
）
子
壽
は
最
近
非
常
に
洋
学
に
留
意
し
て
い
る
が
、
そ
の
厨
指
す
と
こ
ろ
は
出
使
に
あ
る
。
私
の
考
え
で
は
、
田
本
へ
の
派
遣
が
最
も
適
し
て
い
る

　
　
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
総
理
衙
門
は
し
ば
し
ば
使
節
派
遣
を
言
う
が
、
つ
い
に
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
⑳

と
述
べ
て
い
る
。
黄
彰
年
（
字
は
子
壽
）
は
出
使
候
補
者
と
し
て
、
李
鴻
章
の
書
簡
に
し
ば
し
ば
そ
の
名
の
あ
が
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　
ま
た
、
光
緒
元
年
八
月
に
は
、
在
日
華
商
の
匿
名
の
上
申
書
を
と
り
あ
げ
、
在
日
華
商
の
保
護
・
監
督
と
日
本
の
動
静
を
探
る
た
め
、
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
日
本
へ
の
常
駐
使
節
派
遣
を
総
理
衙
門
に
要
請
し
て
い
る
。

　
日
本
へ
の
常
駐
使
節
派
遣
を
特
に
望
む
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
李
鴻
章
は
英
国
へ
派
遣
さ
れ
る
使
節
団
に
も
重
大
な
関
係
を
有
し
た
。

郭
嵩
蕪
は
彼
と
親
し
い
間
柄
で
あ
り
、
許
苦
楚
は
天
津
洋
務
委
員
と
し
て
李
星
章
の
対
外
交
渉
を
手
助
け
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

彼
ら
と
と
も
に
随
員
や
翻
訳
官
を
選
定
す
る
責
も
李
鴻
章
は
負
っ
て
い
た
。

　
李
鴻
章
が
翻
訳
官
と
し
て
選
ん
だ
の
は
金
陵
機
器
局
の
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
（
欝
｝
臣
契
銀
餌
8
§
畠
）
で
あ
る
。
光
緒
元
年
九
月
末
に
天
津
に
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ば
れ
李
甲
山
か
ら
そ
の
意
向
を
打
診
さ
れ
た
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
は
、
喜
ん
で
こ
の
任
を
引
き
受
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
残
し
た

書
簡
か
ら
は
、
マ
ー
ガ
リ
i
事
件
の
交
渉
が
長
引
く
中
、
事
件
解
決
後
と
さ
れ
る
公
使
の
派
遣
が
い
つ
に
な
る
か
も
わ
か
ら
ず
、
ま
た
公
使
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

派
遣
自
体
が
不
確
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
は
、
た
と
え
公
使
の
派
遣
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
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清朝在外公館の設立について（箱田）

て
も
、
非
公
式
な
代
理
人
を
ロ
ン
ド
ン
に
駐
在
さ
せ
る
こ
と
は
、
中
国
の
政
治
的
・
軍
事
的
活
動
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
千
言
章
等

　
　
　
　
　
　
⑳

に
助
言
し
て
い
る
。
謝
罪
使
節
の
問
題
と
は
別
に
、
ま
さ
に
進
行
中
で
あ
っ
た
牽
強
活
動
に
と
っ
て
な
ん
ら
か
の
形
で
西
洋
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

を
置
く
必
要
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
さ
き
に
李
語
群
が
郭
話
熟
へ
の
書
簡
の
な
か
で
、
郭
嵩
蕪
の
英
国
派
遣
が
常
駐
公
使
の
そ
れ
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
こ
と
を
み

た
が
、
こ
う
し
た
李
鴻
章
の
慎
重
な
表
現
の
背
後
に
は
、
マ
カ
！
ト
ニ
ー
の
書
簡
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
公
使
派
遣
の
不
確
実
性
が
や
は
り
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
李
鴻
章
が
郭
嵩
同
等
の
派
遣
を
「
公
使
」
の
そ
れ
で
あ
る
と
述
べ
た
の
は
、
光
緒
二
年
四
月
一
四
日
（
｝
八
七
六
・
五
・
一
二
）
付
け
の
李
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

苞
宛
て
の
書
簡
で
あ
る
。

　
李
善
悪
宛
て
の
こ
の
書
簡
は
、
当
時
李
鴻
章
等
が
進
め
て
い
た
英
国
等
へ
の
留
学
生
派
遣
事
業
に
つ
い
て
、
李
鳳
苞
が
準
備
し
た
章
程
に
対

す
る
返
書
で
あ
っ
た
。

　
最
初
の
欧
州
へ
の
本
格
的
な
留
学
生
派
遣
と
な
っ
た
こ
の
事
業
は
、
欧
州
に
装
甲
艦
を
注
文
し
、
そ
の
製
造
技
術
を
中
国
に
移
入
す
る
必
要

か
ら
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
当
初
の
計
画
で
は
、
福
州
船
政
局
・
江
南
製
造
局
か
ら
現
場
監
督
及
び
工
匠
を
派
遣
し
、
彼
ら

に
学
生
を
引
率
さ
せ
て
、
英
独
の
有
名
な
造
船
所
に
送
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
資
金
の
不
足
か
ら
、
装
甲
艦
の
注
文
は
放
棄
さ
れ
、
し
た

が
っ
て
現
場
監
督
や
工
匠
の
派
遣
を
断
念
し
た
ほ
か
、
学
生
の
人
数
も
減
ら
す
な
ど
の
工
夫
の
う
え
に
実
現
し
た
こ
の
留
学
生
の
派
遣
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

学
生
た
ち
は
造
船
に
必
要
な
技
術
の
範
囲
を
超
え
て
、
鉱
学
、
化
学
、
お
よ
び
法
律
な
ど
そ
の
能
力
に
応
じ
て
学
習
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
李
鴻
章
は
光
緒
二
年
三
月
初
四
日
（
一
八
七
六
・
三
・
二
九
）
、
こ
の
英
国
へ
の
留
学
生
派
遣
計
画
を
総
理
衙
門
に
報
告
し
、
総
理
衙
門
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
速
や
か
な
実
行
に
対
す
る
同
意
を
取
り
付
け
た
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、
丁
日
昌
の
提
案
に
よ
り
留
学
生
の
監
督
官
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
の

が
李
鳳
苞
で
あ
り
、
詳
細
な
章
程
も
三
月
ご
ろ
に
は
す
で
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
管
巻
昌
が
李
鳳
苞
を
単
な
る
監
督
官
で
は
な
く
、
欽
差
大
臣
と
し
て
派
遣
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
で
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⑫

あ
る
。

　
ま
た
、
李
鳳
苞
が
準
備
し
た
章
程
も
、
「
公
使
」
が
学
生
を
引
率
し
て
洋
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
公
使
」
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

四
等
公
使
、
つ
ま
り
代
理
公
使
の
こ
と
で
あ
る
。
李
藁
苞
は
留
学
生
監
督
が
代
理
公
使
を
兼
任
す
る
方
式
の
章
程
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
郭
嵩
蔓
穂
が
英
国
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
の
と
同
時
に
、
丁
日
昌
や
李
鳳
苞
は
別
に
英
国
へ
の
欽
差
大
臣
の
派
遣
を
要
請
し

て
い
た
訳
で
あ
る
。
豆
単
並
等
の
派
遣
は
こ
こ
で
も
常
駐
公
使
と
し
て
の
派
遣
で
は
な
く
、
謝
罪
の
た
め
の
特
使
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
丁
日
面
等
の
使
節
派
遣
の
要
請
は
、
装
甲
艦
購
入
や
留
学
生
の
派
遣
と
い
う
、
自
強
活
動
の
必
要
上
か
ら

考
慮
さ
れ
て
い
た
。

　
だ
が
、
以
上
の
よ
う
な
丁
日
昌
や
李
鳳
苞
の
計
画
に
対
し
て
、
李
鴻
章
の
対
応
は
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
平
心
苞
を
三
差
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
し
て
派
遣
す
る
と
い
う
提
案
に
は
、
朝
廷
は
恐
ら
く
許
可
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
李
鳳
苞
に
対
し
て
は
、
例
の
四
月
一

四
日
付
け
の
書
簡
で
、
留
学
生
監
督
と
兵
器
の
購
入
と
は
兼
務
し
て
も
よ
い
が
、
外
交
交
渉
に
つ
い
て
は
章
程
か
ら
削
除
す
る
よ
う
に
答
え
て

い
る
。
そ
し
て
、

　
　
中
央
は
見
聞
が
狭
い
の
で
や
た
ら
と
二
の
足
を
踏
む
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
た
生
徒
の
葡
例
が
あ
り
、
ま
た
英
国
に
は
す
で
に
公
使
を
派
遣
す
る

　
　
こ
と
に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
学
生
の
洋
行
を
推
し
進
め
れ
ば
、
或
い
は
許
可
を
頂
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
⑳

と
続
け
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
公
使
」
と
は
、
郭
嵩
蕪
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
李
鴻
章
は
李
聖
意
の
派
遣
は
単
な
る
学
生
監
督
と
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
と
の
立
場
を
と
る
が
、
か
と
い
っ
て
李
鴻
章
の
考
え

と
丁
日
昌
等
の
考
え
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
、
マ
ー
ガ
リ
ン
事
件
の
交
渉
が
妥
結
し
、
埋
墓
煮
等
の
英
国
派
遣
が
間
近
に
迫
っ
た
光
緒
二
年
八
月
二
五
日
（
一
〇
・
＝
～
）
、
英
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

へ
の
留
学
生
派
遣
計
画
に
つ
い
て
総
理
衙
門
に
報
告
を
行
っ
た
李
鴻
章
は
、
重
事
苞
を
公
使
の
任
に
堪
え
る
人
物
と
し
て
推
薦
し
て
い
る
。
そ

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
李
鳳
苞
は
二
年
後
駐
ド
イ
ツ
公
使
と
な
っ
て
、
軍
艦
の
購
入
な
ど
北
洋
海
軍
建
設
の
た
め
に
奔
走
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す
る
こ
と
と
な
る
。

　
ま
た
、
李
鴻
章
は
、
英
国
へ
の
出
発
を
控
え
て
い
た
郭
嵩
蕪
に
対
し
て
、

　
　
私
と
爾
生
（
命
日
昌
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
英
・
独
へ
人
を
派
遣
し
て
、
兵
器
や
造
船
に
つ
い
て
学
習
さ
せ
る
こ
と
を
計
颪
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
出
使
よ

　
　
り
も
も
っ
と
速
や
か
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
総
理
衙
門
も
こ
れ
に
賛
成
し
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
（
）
内
引
用
者
）

　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
書
き
送
っ
て
い
る
。
全
強
活
動
の
必
要
上
か
ら
使
節
派
遣
を
考
え
る
悪
日
昌
や
飛
節
苞
等
の
議
論
と
通
じ
る
も
の
が
、
李
急
心
の
使
節
観
に

あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
駐
ド
イ
ツ
公
使
に
就
任
し
た
李
鳳
苞
は
、
引
き
続
き
学
生
監
督
お
よ
び
兵
器
の
購
入
の
任
務
の
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
光
緒

四
年
李
鳳
萢
を
駐
ド
イ
ツ
公
使
に
推
薦
し
た
際
、
李
鴻
章
は
、

　
　
日
本
が
戦
艦
を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
駐
外
公
使
に
命
じ
て
こ
れ
を
行
わ
せ
て
お
り
、
最
も
法
に
適
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
将
来
曾
紀
澤
が
駐

　
　
英
・
仏
公
使
と
し
て
赴
任
し
た
後
は
、
彼
と
李
鳳
苞
と
が
共
同
で
留
意
し
て
管
轄
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
総
理
衙
門
に
述
べ
て
い
る
。

　
李
鴻
章
の
、
日
本
へ
の
宮
員
の
常
駐
を
強
く
要
請
し
て
い
た
態
度
と
、
西
洋
へ
の
使
節
派
遣
に
お
い
て
は
外
交
と
と
も
に
留
学
生
派
遣
や
兵

器
購
入
等
の
自
強
活
動
を
強
調
す
る
態
度
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
根
本
で
は
繋
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本

の
台
湾
出
兵
に
触
発
さ
れ
て
海
防
の
強
化
が
推
進
さ
れ
、
こ
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
で
日
本
と
西
洋
に
駐
在
す
る
官
員
を
派
遣
す
る
必
要
が

生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
李
鴻
章
の
活
動
に
対
抗
す
る
存
在
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
無
い
。

　
例
え
ば
、
護
憲
熊
の
英
国
派
遣
に
際
し
て
、
李
鴻
章
が
翻
訳
官
の
選
定
を
命
じ
ら
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ハ
ー
ト
が
そ
の
選
定
に
介
入
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
し
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
郭
嵩
黙
等
の
英
国
派
遣
が
進
め
ら
れ
て
い
た
頃
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
を
清
朝
の
在
英
領
事
に
す
る
案
が
持
ち
上
が
っ

て
い
た
。
台
湾
出
兵
事
件
を
契
機
に
清
朝
が
本
格
的
な
海
軍
の
建
設
に
と
り
か
か
る
と
、
ハ
ー
ト
は
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
を
通
じ
て
小
型
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⑩

軍
艦
の
発
注
を
行
っ
た
が
、
こ
う
し
た
事
業
を
担
当
す
る
に
あ
た
っ
て
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
身
分
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
キ
ャ
ン
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
領
事
と
し
て
で
は
な
く
総
税
務
司
の
代
理
人
と
し
て
独
自
の
立
場
を
保
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
総
理
衙
門
の
政
治
顧
問
と
し
て
ハ
ー
ト
は
海
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

建
設
や
外
交
交
渉
に
お
い
て
活
躍
し
た
が
、
彼
の
活
動
を
支
え
た
の
が
こ
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
戸
綿
章
は
マ
カ
ー
ト
ニ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

や
李
鳳
苞
の
活
動
を
通
じ
て
ハ
ー
ト
を
軍
艦
購
入
事
業
か
ら
遠
ざ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

①
マ
ー
ガ
リ
ン
事
件
と
こ
れ
を
契
機
と
し
て
ウ
ェ
ー
ド
と
李
鴻
章
の
交
渉
の
結
果

　
一
八
七
六
年
に
結
ば
れ
た
芝
果
協
定
は
、
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
の
解
決
の
み
な
ら
ず

　
通
商
問
題
な
ど
中
外
関
係
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ω
南
．

　
芝
窪
σ
Q
冒
§
恥
§
曼
麸
§
号
§
魁
§
9
さ
。
郎
窯
§
§
卦
○
×
｛
o
a
ご
昌
一
－

　
く
Φ
邑
ぞ
勺
お
ω
ω
弘
緯
O
（
中
訳
n
王
縄
祖
「
馬
嘉
三
熱
和
道
台
条
約
」
糊
中
腰
関

　
係
論
叢
㎞
第
三
章
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
）
、
雰
練
英
『
申
英
煙
台
条
約
的

　
研
究
島
（
玄
海
書
院
中
国
文
学
歴
史
研
究
所
碩
士
論
文
叢
書
之
二
、
一
九
七
八
）

　
参
照
。

②
出
。
・
芦
号
9
。
ひ
も
℃
」
刈
①
山
刈
り
．
な
お
、
清
朝
が
こ
の
時
期
伝
統
的
な
対
外
態
度

　
を
改
め
た
こ
と
と
英
国
本
国
が
懐
柔
政
策
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
開
関
係

　
は
新
た
な
段
階
に
入
り
、
そ
の
最
終
的
な
結
果
と
し
て
駐
英
公
使
派
遣
が
行
わ
れ

　
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
≦
o
ロ
σ
q
甲
魯
ミ
も
Ψ
戯
雫
①
9

③
李
鴻
章
と
ウ
エ
ー
ド
と
の
交
渉
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
全
集
』
訳
署
函
稿
巻
三
、

　
頁
三
三
～
四
一
参
照
。

④
ヒ
d
ミ
§
穿
ミ
§
§
ミ
壱
ぽ
塁
▼
9
賊
糞
さ
織
禽
。
。
謎
写
9
、
、
慧
§
登
N
ら
ミ
㍗

　
落
ミ
洲
雲
§
詠
§
審
§
§
奪
ミ
§
潮
愚
恥
ミ
翫
§
ミ
き
親
馬
ミ
Q
ミ
謹
》
§
蹴
き
鳴

　
§
、
譜
、
駄
韓
．
さ
恋
舜
N
c
。
蕊
一
窯
ρ
ω
①
’
≦
巴
Φ
8
U
ω
門
9
》
》
β
σ
q
・
b
。
◎

　
一
。
◎
刈
㎝
．

⑤
『
全
集
㎞
訳
署
函
稿
巻
三
、
四
二
～
四
六
頁
、
じ
ロ
ヨ
O
ミ
蓉
さ
」
貸
。
。
謎
一

　
冒
9
0
ω
自
Φ
ぎ
客
ρ
G
。
♪
鎮
①
日
。
茜
a
β
ヨ
｛
o
二
冨
ぎ
｛
o
§
象
一
〇
ゆ
。
｛
ご
ω
国
×
8
γ

　
一
窪
2
ひ
㊦
O
田
践
ω
8
韓
。
「
冤
＝
り
〉
轟
．
一
一
w
一
。
。
δ
’

⑥
噸
全
集
㎞
訳
署
函
丈
巻
筆
、
「
述
威
使
要
求
六
事
」
光
輝
元
年
七
月
初
九
日
付
、

　
三
五
頁
。

⑦
同
書
、
同
室
、
「
請
酌
允
威
使
一
二
事
」
光
緒
元
年
七
月
～
三
日
付
、
四
〇
頁
。

⑧
『
清
季
外
交
史
料
端
番
三
、
「
照
録
覆
英
難
中
妥
璃
節
略
」
＝
T
；
責
、

　
し
d
℃
飼
9
馬
蓉
さ
．
一
黛
。
。
二
尊
p
9
。
し
・
霞
Φ
藁
座
9
ω
ρ
ζ
Φ
ヨ
。
罠
a
烈
日
ぎ
ヨ

　
簿
Φ
円
ω
§
α
q
諏
ざ
ヨ
Φ
三
ヨ
Φ
覧
属
。
鼠
「
「
≦
践
①
、
。
・
ζ
Φ
ヨ
。
鎚
己
§
。
｛
ぎ
σ
Q
＝
誓

　
＝
b
ま
お
ω
ω
8
チ
Φ
O
冨
巳
ω
①
臼
Φ
冨
蔓
ご
曽
〉
夷
■
卜
。
卜
。
㍉
。
。
刈
α
．

⑨
『
全
集
㎞
訳
署
蕪
稿
巻
三
、
「
論
判
案
不
満
決
裂
偏
光
緒
元
年
七
月
二
四
日
付
、

　
四
六
頁
。

⑩
魍
清
季
外
交
史
料
㎞
巻
三
、
「
総
署
奏
請
派
駐
英
国
公
使
」
一
四
～
｝
五
頁
。

⑪
同
上
、
上
諭
、
一
五
頁
。

⑫
『
光
緒
朝
東
華
録
』
光
駕
元
年
八
月
初
八
日
上
諭
、
総
頁
＝
6
。
な
お
、
明

　
発
上
諭
が
降
っ
た
こ
と
つ
い
て
、
こ
れ
を
強
く
望
ん
で
い
た
ウ
ェ
ー
ド
は
、
李
鴻

　
章
の
勧
め
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
は
な
さ
れ
た
と
自
分
は
信
じ
て
い
る
と
報
告
し
て

　
い
る
。
（
し
口
紹
O
ミ
毫
．
さ
’
N
貸
Q
Q
§
申
璃
9
畠
甲
≦
践
①
ε
U
①
鼠
ざ
O
o
齢
」
卜
⊃
”

　
一
Q
。
謡
し

⑬
「
論
設
官
於
外
国
事
」
『
申
報
睡
光
緒
元
年
九
月
｝
六
日
。

⑭
魍
全
集
隔
朋
僚
潮
田
巻
一
五
、
「
復
員
意
城
内
翰
」
光
緒
元
年
～
二
月
初
四
日
、

　
三
五
～
～
二
六
｝
翼
。
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⑮
§
偽
爲
ミ
晦
－
ω
Φ
舞
①
冨
げ
臼
O
し
。
。
刈
伊
ハ
ー
ト
の
電
信
は
出
、
ら
ミ
§
駄
O
ぎ
ミ
げ

　
§
鴨
識
ミ
さ
、
ミ
§
鴨
G
ミ
8
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甲
く
〇
一
■
ω
甲
一
り
O
N
↓
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Φ
α
Q
鑓
喜
客
。
■
一
ω
P
頃
貸
茸
。

　
O
帥
ヨ
唱
『
①
一
目
賭
。
．
一
ρ
ω
⑦
讐
．
ド
一
。
。
δ
η
で
9
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〇
認
■

⑯
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ハ
ー
ト
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電
信
、
及
び
》
・
q
ミ
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駄
O
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、
ミ
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、
ミ
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O
塞
■
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甲
く
。
一
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一
り
㊤
ρ
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㊦
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寅
冥
。
」
り
捌
○
蝉
ヨ
菩
亀
一
8
鋼
霞
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〉
＼
く
。
メ
ω
㊦
騨
P

　
一
。
。
刈
ρ
署
■
｝
竃
－
δ
○
。
曽
く
。
一
．
♪
客
。
帯
ω
［
o
曄
①
び
Φ
竃
「
ψ
も
」
一
’

⑰
園
生
「
卑
冨
蒔
巴
山
r
巴
。
・
；
§
ミ
Ω
蒲
扇
ぎ
鋤
く
。
ピ
把
じ
象
臼
客
9

　
一
爵
響
笛
餌
二
ε
O
曽
ヨ
魯
Φ
一
一
」
山
p
』
9
一
。
。
刈
9
署
．
卜
。
一
一
編
卜
σ
一
ω
「

⑱
鶴
甲
⑧
史
料
、
＝
頁
。

⑲
総
理
衙
門
と
ハ
ー
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
坂
野
正
高
「
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ー

　
ト
」
（
坂
野
正
高
第
｝
章
註
①
著
書
）
【
一
一
三
五
－
三
五
七
頁
、
岡
本
隆
司
「
清
末

　
に
お
け
る
総
税
務
司
の
設
立
に
つ
い
て
」
（
岡
本
隆
司
噛
近
代
中
国
と
海
関
㎞
、
名

　
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
）
二
五
三
i
二
九
三
頁
等
参
照
。

⑳
噸
全
集
』
訳
署
函
稿
巻
五
、
一
霞
赫
徳
条
議
並
請
速
遣
使
」
光
緒
二
年
閏
五
月

　
二
〇
日
、
三
〇
頁
、
「
与
野
徳
鼻
筋
司
問
答
説
略
」
光
緒
二
年
閏
五
月
｝
九
日
附
、

　
三
五
～
三
六
頁
、
「
論
遺
使
脚
光
緒
戦
年
閏
五
月
二
七
日
、
ヨ
六
頁
。
な
お
、

　
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
解
決
後
清
朝
は
光
緒
二
年
八
月
一
三
日
に
日
本
へ
の
公
使
派
遣

　
を
決
定
し
、
英
国
へ
の
使
節
団
の
副
使
で
あ
っ
た
許
鈴
身
が
初
代
日
本
公
使
に
転

　
任
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
許
が
英
国
へ
の
使
節
団
を
外
さ
れ
た
の
は
ハ
ー

　
ト
の
陰
諜
で
あ
る
と
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
を
ウ
ェ
ー
ド
は
報
告
し
て
い
る
。

　
（
閨
○
ミ
＼
二
親
≦
巴
①
8
】
）
Φ
「
げ
ざ
客
9
卜
。
O
♪
O
。
貯
P
一
。
。
♂
■
）

⑳
　
同
上
、
「
請
奏
派
大
員
往
煙
台
会
商
」
光
緒
二
年
六
月
初
二
日
、
三
七
頁
。

⑳
同
上
、
「
訳
閏
五
月
二
五
日
赫
徳
総
税
務
司
来
信
」
三
八
⊥
二
九
頁
。

⑱
前
註
⑳
史
料
。

⑳
　
　
『
全
集
隔
朋
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五
、
門
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幼
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光
緒
元
年
七
月
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九
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頁
。

⑳
　
同
書
、
訳
署
函
稿
巻
四
、
「
論
梅
宮
駐
日
本
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光
緒
元
年
八
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二
五
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、
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⑳
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集
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六
、
「
復
李
丹
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」
光
緒
二
年
四
月
一
四
日
、

　
一
四
頁
。

⑳
編
州
船
政
局
学
堂
の
留
学
生
派
遣
に
つ
い
て
は
、
包
詳
解
隅
中
国
海
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冊
（
中
華
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書
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会
、
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「
清
末
赴
欧
的
留
学
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椚
－
福
州
州
政
霊
媒
進
近
代
技
術
的
前
前
後
後
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（
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亥
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』
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輯
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中
華
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局
、
一
九
九
一
）
、
島
田
慶
次
・
長
部
悦
弘

　
日
訳
（
『
東
亜
』
二
～
三
号
、
～
九
八
五
）
参
照
。

⑳
　
　
凹
全
集
瞼
自
署
二
日
巻
四
、
「
議
派
弁
赴
徳
学
習
」
光
緒
二
年
三
月
初
四
日
、

　
四
〇
頁
。

⑫
　
同
書
、
朋
僚
函
稿
巻
一
六
、
「
復
丁
雨
生
中
丞
」
光
緒
二
年
三
月
初
六
日
、
八

　
頁
。

⑱
　
前
襟
⑳
史
料
。

⑭
　
　
噸
全
集
』
朋
僚
函
稿
巻
～
六
、
「
致
長
幼
自
制
軍
」
光
緒
二
年
三
月
一
七
日
、

　
＝
一
頁
。

⑳
前
註
⑳
史
料
。

⑳
　
　
『
全
集
臨
訳
署
函
稿
巻
六
、
「
議
選
員
管
帯
学
生
分
赴
任
各
国
学
習
」
光
緒
二

　
年
八
月
二
五
日
、
二
九
頁
。

⑰
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書
、
朋
僚
函
稿
巻
一
六
、
「
復
郭
笏
仙
侍
郎
」
光
緒
二
年
三
月
初
八
日
、
九
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こ
れ
ま
で
、
清
朝
に
よ
る
常
駐
使
節
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ト
ら
外
国
人
の
与
え
た
思
想
的
影
響
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
ハ
ー
ト
等
が

行
っ
た
説
明
は
、
外
国
公
使
の
横
暴
に
対
し
て
使
節
を
通
じ
て
外
国
政
府
と
直
接
交
渉
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

こ
そ
平
等
な
主
権
国
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
西
洋
的
な
国
際
関
係
の
底
に
あ
る
原
則
を
適
応
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
中
外
間
の
国
際
観
念

の
相
違
と
そ
の
包
摂
・
受
容
を
説
く
論
者
が
、
マ
ー
ガ
リ
i
事
件
交
渉
時
の
ハ
ー
ト
の
役
割
を
重
視
す
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
だ
が
、
同
時

に
客
亭
の
た
め
に
官
員
を
常
駐
さ
せ
、
日
本
や
西
洋
社
会
と
関
わ
り
あ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
、
清
朝
自
身
の
必
要
性
も
ま
た

存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
強
の
た
め
に
常
駐
使
節
の
派
遣
を
必
要
と
す
る
考
え
は
、
常
駐
使
節
の
存
在
が
清
朝
の
自
発
的
改
革
を
促
進

す
る
も
の
と
期
待
す
る
ハ
ー
ト
の
考
え
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
あ
く
ま
で
総
理
衙
門
を
外
交
の
中
心
に
し
ょ
う
と
す
る
ハ
ー
ト

と
、
李
鴻
章
と
は
、
そ
の
立
場
の
相
違
か
ら
「
遣
使
」
に
つ
い
て
対
立
す
る
対
応
を
と
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
遣
使
」
問
題
を
通
じ
て
総
理
衙
門
と
李
鴻
章
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
洋
学
局
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
と
「
遣

使
」
と
を
関
連
づ
け
る
こ
と
で
総
理
衙
門
は
李
章
章
と
保
守
派
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
総
理
衙
門
の
役
割
の

変
化
は
、
あ
る
い
は
総
理
衙
門
の
政
治
顧
問
的
存
在
で
あ
っ
た
ハ
ー
ト
を
し
て
李
鴻
章
と
の
対
立
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
海
防
論
議
を
契
…
機
に
常
駐
使
節
派
遣
が
原
則
的
に
決
定
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
同
時
に
地
方
督
撫
に
よ
る
候
補
者
の
推
薦
と
い
う
形



で
人
材
問
題
が
解
決
を
図
ら
れ
た
こ
と
は
、
洋
務
人
材
登
用
の
道
を
開
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
李
鳳
苞
を
は
じ
め
多
く
の
在
外
公
使
が
李
鴻
章

の
自
強
活
動
と
深
い
関
係
を
有
す
る
点
も
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
す
れ
ば
首
肯
さ
れ
る
。
在
外
公
使
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
対
外
観

念
の
変
化
な
ど
思
想
史
的
な
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
経
緯
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た
在
外
公
使
た
ち
が
、

李
誌
面
を
は
じ
め
と
し
た
清
朝
本
国
の
諸
勢
力
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
彼
等
の
在
外
経
験
や
そ
の
活
動
が
清
末
中
国
の
政
治
外

交
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
こ
の
点
の
検
討
が
今
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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　　　The　Establishment　of　Permanent　Chinese　Legations　Abroad

：　A　Study　of　the　Decision－Making　Process　and　Purpose　of　the　Qing

　　　　Dynasty’s　Dispatch　of　Diplomatic　Representation　Abroad

by

HAKODA　Keiko

　　This　paper　tries　to　achieve　a　better　understaRding　of　the　Qing　Dynasty’s

diplomatic　representation　abroad　in　the　late　19th　century．　Chna’s　dispatch　of

envoys　has　long　been　considered　one　of　its　political　responses　to　the　“treaty

system”　introduced　by　the　strong　Western　powers．　Previous　research　has　focused

mai皿ly　on憾uential　foreigners由China，　such　as　R　Hart，　and　Q㎏’s　reactions　to

them．　Among　these　studies，　Hsg’s　study　of　how　the　Qing　made　decisions　to

dispatch　envoys　is　representative．　Hstt　showed　that　the　success　of　the

Burlingame　mission，　which　had　been　dispatched　to　prevent　further　demands　from

Western　powers，　impressed　on　the　Qing　the　importance　of　foreign　rnissions．　He

also　noted　that　several　incidents，　such　as　the　Formosa　lncident　of　1874，　and

contacts　with　foreigners，　such　as　the　negotiations　with　T．　Wade　on　the　Margary

Incident　in　1875　and　1876，　made　the　Qing　realize　the　necessity　of　dispatching

diplomatic　representatives　abroad，　as　Hart　and　others　had　suggested．

　　In　contrast　to　approach　summarized　above，　this　paper　tries　to　bring　attention　to

the　Qing　side，　discussing　how　influential　provincial　othcials，　such　as　Li　Hong－zhang

；知和章，thought　and　acted　in　the　decision－ma㎞g　process．　Three　conclusions

have　been　reached　as　a　result　of　this　approach．　First，　although　both　the　ZoBg－li

Yamen，総理衙門and　Li　Hong－zhang　approved£he　Burlinga皿e　mission，　they　had

Ctifferent　concerns．　The　Zong－li　Yamen，　which　was　responsible　for　the

negotiations　of　treaty　revisions，　welcomed　the　mission　because　it　helped　the　Zong－

li　Yamen　avoid　further　demands　that　would　force　the　Qing　to　refoirm；　Li，　on　the

other　hand，　realized　that　foreign　missions　would　let　Chna　conclude　cornmitments

with　the　West　and　then　would　be　a　help　ln　his　promotlon　of　the　self－strengthe血g

movemeRt．　Second，　the　Formosa　lncident　made　the　Qing　realize　the　need　for

self－strengthening　and　to　agree　to　dispatch　envoys，　but　in　the　policy－making

process，　the　Zong－li　Yamen　functioned　as　the　“buffer”　between　Li，　the　reformer，

and　other　conservatives．　Third，　although　both　Hart　and　Li　understood　that　the

dispatch　of　foreign　missions　would　spur　refotm　in　C1血a，　Hart’s血sistence　that　the
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Zong－li　Yamen　as　the　ceRtral　institution　of　the　Qing　court　be　the　sole　ofice　in

charge　of　its　diplomacy　sharpened　his　differences　with　Li．

The　Formation　of　American　Regional　Policy　for　the　Middle　East：

The　Middle　East　Cornmand　Concept　and　lts　Legacy，　1950－1952

by

ONOZAWA　Toru

　　The　early　1950s　witnessed　a　significant　shift　in　the　American　attitude　toward

the　Middle　East．　For　several　years　after　the　Second　World　War，　the　Americans

wishfully　hoped　that　Britain　would　remain　the　dominant　and　stabilizing　power　in

the　Middle　East，　and　were　in　fact　trying　to　rely　on　the　British　presence　and

infiuence　there．　By　the　time　the　Truman　administration　left　ocace，　however，　the

United　States　was　prepared　to　play　a　more　active　role　in　the　Middle　East　in　an

effort　to　enlist　the　region　withn　the　Western　camp．　An　ultimately　abortive　plan　to

establish　a　multilateral　organization　Ramed　Middle　East　Cornmand　（MEC）　and　later

Middle　East　Defense　Organization　（MEDO）　functioned　as　the　catalyst　that　brought

about　this　shift　in　the　American　attitude．　While　American　and　British　othcials　used

this　prospective　regional　organization　to　orient　ailied　policy　in　a　direction

cor｝forming　with　their　objectives，　it　also　became　an　arena　in　which　diplomats　and

generals　within　the　US　govemment　tied　to　forge　consensus　on　policy　toward　the

regton．

　　This　article　highlights　the　regional　dmension　of　the　US　policy　toward　the　Middle

East　tltat　emerged　in　the　early　1950s．　The　most　impressive　and　profound　feature

of　the　emergent　policy　was　that　its　objective　was　defined　firmly　in　regional　terms．

The　American　policymakers　came　to　envisage　some　regional　order　or　stmcture

that　would　cover　the　whole　regton，　promote　Middle　Easterners’　political

orientation　toward　the　West，　and　enable　a　military　strategy　based　on　a　forward

defeltse　line　as　their　ultimate　objective．　This　regional　objective，　together　with　a

vagueiy　defined　course　of　action　to　implement　it，　constituted　the　backdrop　of　the

US　policy　toward　the　region　for　several　years　to　come．　Concurrently，　the

crystadization　of　the　American　regional　perspective　toward　the　Middle　East

graduaby　transformed　the　character　of　the　Angio－Arnerican　relationship　over　the
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